
良
算
撰

『
愚
草
』

〈上〉」

翻
刻
読
解
研
究

「
大
悲
闇
提

西
山

良
慶

は
じ
め
に

周
知
の
と
お
り
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
は
日
本
仏
教
界
に
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
相
宗
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
並
口
提
院
蔵
俊

(一一

O
四
|
一
一
八

O
)
や
解
脱
房
貞
慶
(
一
一
五
五
|
一
二
一
三
)
等
が
中
心
と
な
っ
て
教
学
の
進
展
が
図
ら
れ
た
。
蔵
俊
に
は
『
菩
提
院
紗
』
が
、
貞
慶
に
は
『
唯

識
論
尋
思
紗
』
(
以
下
『
尋
思
紗
』
)
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
教
学
進
展
の
基
盤
に
は
『
成
唯
識
論
』
を
中
心
に
種
々
の
経
論
章
疏
を
用
い
て
総
合
的
に
唯
識
教
学
を
検

討
す
る
「
論
義
抄
」
の
存
在
が
あ
っ
た
。
中
で
も
貞
慶
は
法
相
宗
中
興
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
教
学
は
伝
統
教
学
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
従
来
の
見
解
を
超
え

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
説
は
後
世
の
学
侶
に
「
笠
置
御
義
」
等
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
日
本
唯
識
思
想
史
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
人
物
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

聖
覚
房
良
算
(
|
一
一
九
四
|
二
二
七
)
は
こ
の
日
本
唯
識
史
上
に
お
け
る
重
要
人
物
で
あ
る
貞
慶
の
「
親
授
の
弟
子
」
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
良
算
は
貞
慶

の
著
作
活
動
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
お
り
、

2

『
尋
思
紗
』
の
編
述
に
あ
た
っ
て
は
論
理
展
開
の
根
拠
と
な
る
経
論
章
疏
の
要
文
を
集
め
た
本
文
集
の
作
成
に
携
わ
り
、

下
書
き
に
あ
た
る
『
摩
尼
抄
』
を
も
作
成
し
て
い
る
。
貞
慶
の
『
法
華
開
示
抄
』
撰
述
に
お
い
て
も
論
の
展
開
を
任
さ
れ
て
お
り
、
『
明
本
抄
』
・
『
明
要
抄
』
で
は
貞
慶
が

良
算
を
「
彼
の
功
は
莫
大
な
り
」

3

と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
当
時
の
教
学
進
展
を
支
え
た
人
物
の
一
人
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
良
算
は
『
成
唯
識
論
同
学
紗
』
(
以

下
『
同
学
紗
』
)
を
編
纂
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
『
同
学
紗
』
は
編
纂
さ
れ
て
以
降
、
法
相
学
侶
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
書
と
な
り
、
『
同

学
紗
』
の
範
憲
(
一
二
四
七
|
一
三
四

O
)
の
書
写
奥
書
で
は
「
中
宗
無
双
の
要
書
」
(
大
正
六
六
・
二
六
上
)
と
激
賞
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
『
同
学
紗
』
は
鎌
倉
期

以
降
の
法
相
学
侶
に
と
っ
て
必
須
の
書
と
な
り
、
次
第
に
『
同
学
紗
』
の
義
を
基
準
に
し
て
論
義
研
績
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。

J
」
の
こ
と
か
ら
も

良
算
の
学
識
の
高
さ
や
後
世
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
0

5

し
か
し
な
が
ら
、
良
算
が
ど
の
よ
う
な
教
学
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

わ
ず
か
数
本
の
研
究
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
未
だ
詳
細
な
解
明
に
は
到
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

6

良
算
教
学
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
『
同
学
紗
』
の

み
な
ら
ず
、
『
愚
草
』
や
そ
の
他
の
短
釈
類
を
横
断
的
に
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
良
算
教
学
の
解
明
の
基
底
と
な
る
翻
刻
読
解
研
究
の
よ
り
一
一
層
の

進
展
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
同
学
紗
』
と
『
愚
草
』
は
良
算
教
学
を
解
明
す
る
た
め
の
中
心
的
資
料
と
な
る
が
、
両
書
は
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
徐
々
に
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
岡
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

編
纂
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
両
書
の
二
十
年
以
上
と
い
う
長
期
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
案
出
し
た
見
解
を
改
め
る
よ
う
な
例
も
確
認
さ
れ
て
お
り
:

良
算
が
自
ら
の
見
解
を
よ
り
洗
練
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
心
血
を
注
い
で
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

さ
て
、
論
義
テ

l
マ
「
大
悲
闇
提
」
は
五
姓
各
別
説
の
中
、
第
五
「
無
姓
有
情
」
に
摂
せ
ら
れ
る
大
悲
闇
提
菩
薩
の
成
仏
の
可
否
を
中
心
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
同

学
妙
』
で
は
「
種
姓
義
」
段
に
摂
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
建
久
八
年
(
一
一
九
七
)
の
奥
書
に
は
「
種
姓
義
の
御
沙
汰
の
次
い
で
古
抄
物
等
を
引
き
合
わ
せ
組
く
大
概
を

略
記
す
。
甚
だ
以
て
見
苦
し
見
苦
し
。
早
く
之
れ
を
破
す
可
し
」
(
大
正
六
六
・
四
五
下
)
と
あ
る
。
常
に
自
ら
の
見
解
の
洗
練
を
心
が
け
る
良
算
の
姿
勢
に
鑑
み
れ
ば
、

『
同
学
紗
』
の
「
種
姓
義
」
段
を
編
纂
し
た
時
点
で
既
に
改
善
の
余
地
あ
り
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
新
潟
県
無
畏
信
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
良
算
撰

『
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
」
の
書
写
奥
書
に
は

右
此
愚
草
写
本
者
上
中
下
三
帖
ニ
雄
有
之
一
帖
ェ
書
写
畢

右
の
此
の
『
愚
草
』
の
写
本
は
上
中
下
の
三
帖
に
之
れ
有
り
と
雄
も
、

一
帖
に
書
写
し
畢
ん
ぬ
。

と
あ
る
。
元
々
は
上
・
中
・
下
の
三
帖
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
お
り
、
「
愚
草
下
」
と
記
さ
れ
る
一
帖
で
は
、
「
成
仏
伝
」
と
「
不
成
仏
伝
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
論
点
が
整
理
さ
れ
た
上
で
、
貞
慶
の
『
唯
識
論
尋
思
紗
別
要
』
(
以
下
『
尋
思
紗
別
要
』
)
「
大
悲
闇
提
」
の
「
成
仏
伝
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
尋
思
紗
別
要
』
は

正
治
二
年
(
一
二

O
O
)
か
ら
建
仁
元
年
(
一
二

O
一
)
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
」
は
『
同
学
紗
』
よ
り
も
後
の
成
立
と
見
る
事
が

出
来
る
。
さ
ら
に
『
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
」
の
所
論
は
『
同
学
紗
』
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
愚
草
』
の
見
解
は
『
同
学
紗
』
の
奥
書
に
あ
っ
た
通
り
、
「
見

苦
」
し
い
と
し
た
『
同
学
紗
』
の
見
解
を
破
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、
本
稿
で
取
り
扱
う
良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
〈
上
ご
は
良

算
の
大
悲
闇
提
論
に
つ
い
て
重
要
な
事
項
が
衝
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
帖
あ
る
『
愚
草
』
の
中
で
も
良
算
の
見
解
を
概
観
す
る
と
い
う
点
で
最
も
相
応

し
い
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
詳
細
を
翻
刻
読
解
し
な
が
ら
論
じ
て
い
く
。

2-

二
.
第
一
重
・
第
二
重

【
翻
刻
】



問
付
楊
伽
経
五
種
性
第
五
無
性
ノ排
何
物
耶
。
答
。
今

此
第
五
ノ
無
性
ニ有
二
類
人
。

一
断
善
闇
提
二
大
悲
閣
提
也
。

故
枢
要
引
携
伽
経
ヲ
云
。
五
者
無
性
。
謂

一
間
提
此

有
二
種
。

一
焚
焼

一
切
善
根
即
誘
菩
薩
蔵
。
二
者

憐
感
一
切
衆
生
作
畳

一
切
衆
生
界
願
。
是
菩
薩
也
。

問
。
云
何
大
悲
閣
提
ノ菩
薩
卜
耶
。
答
。
大
悲
増
上
菩
薩
務
室
衆
生

界
願
々
スル
若
衆
生
不
入
浬
駒
栄
我
亦
不
入
浬
集
。
是
名
大
悲
闇
提

笠
ロ
薩
ト
也
。
故
枢
要
引
楊
伽
経
二
者
憐
慾

一
切
衆
生
作
輩

一
切
衆
生
界
願

〈乃
至
〉
若
諸
衆
生
不
入
浬
繋
我
亦
不
入
浬
繋

問
。
大
悲
閣
提
菩
薩
可
成
仏
耶
。
答
此
事
先
徳
実
殊
リ

或
云
不
成
仏
或
云
有
成
仏
義
。
可
有
二
侍
也
。
問
。
爾
者
存

何
ノ義
ヲ
耶
。
答
。
闇
提
菩
薩
成
不
成
仏
者
当
朝
大
誇
也
。
末

学
難
定
是
非
。
然
市
且
依
一
義
可
存
申
不
成
仏
停
也
。

-3一

【訓
読
}

問
う
。
『
楊
伽
経
』
に
付
き
て
五
種
性
の
第
五
無
性
の
体
は
何
物
な
る
耶
。

答
う
。
今
は
此
の
第
五
無
性
に
二
類
の
人
有
り
。
一

に
は
断
善
闇
提
、
二
つ
に
は
大
悲
闇
提
也
。
故
に
『
枢
要
』
は
『
甥
伽
経
』
を
引
き
て
云
く

「玉
に
は
無
性
。
謂

わ
く
一
闇
提
は
此
れ
二
種
有
り
。
一

に
は
焚
焼
一
切
善
根
、
即
ち
菩
薩
蔵
を
誘
る
。
二
に
は
一
切
衆
生
を
憐
慰
し
尽
一
切
衆
生
界
願
を
作
す
、
是
れ
菩
薩
也
」
と
。
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
陶
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

問
う
。
何
な
る
を
大
悲
聞
提
の
菩
薩
と
云
う
耶
。

答
う
。
大
悲
増
上
の
菩
薩
に
し
て
、
尽
衆
生
界
願
を
発
し
、
「
若
し
衆
生
の
浬
繋
に
入
ら
ざ
れ
ば
、
我
も
亦
た
浬
繋
に
入
ら
ず
」
と
云
う
。
是
を
ば
大
悲
商
提
菩
薩
と
名

づ
く
也
。
故
に
『
枢
要
』
に
『
樗
伽
経
』
を
引
き
て
「
二
に
は
一
切
衆
生
を
憐
慰
し
尽
一
切
衆
生
界
願
を
作
し
〈
乃
至
〉
若
し
諸
の
衆
生
の
浬
繋
に
入
ら
ざ
れ
ば
我
も
亦

た
之
に
入
ら
ず
」
と
。

問
う
。
大
悲
闇
提
菩
薩
は
成
仏
す
る
可
き
耶
。

答
う
。
此
の
事
は
先
徳
も
実
に
殊
な
り
。
或
は
不
成
仏
と
云
い
、
或
は
成
仏
義
有
り
と
云
う
。
二
伝
有
る
可
き
也
。

問
う
。
し
か
ら
ば
、
何
の
義
を
存
す
る
耶
。

答
う
。
闇
提
の
普
薩
の
成
不
成
仏
は
当
朝
の
大
静
也
。
末
学
是
非
を
定
め
難
し
。
然
而
に
且
く
一
義
に
依
ら
ば
不
成
仏
伝
を
存
じ
申
す
可
き
也
。

【
解
説
】

本
段
は
『
愚
草
』
「
大
悲
聞
提
」
の
回
目
頭
に
あ
る
二
重
の
問
答
で
あ
る
。
論
義
問
答
は
原
則
と
し
て
二
問
二
答
の
形
を
と
る
た
め
、
こ
こ
で
は
計
四
間
四
答
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
第
一
重
の
二
間
二
答
で
は
『
入
楊
伽
経
』
(
大
正
一
六
・
五
二
七
中
)
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
引
用
す
る
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
(
以
下
『
枢
要
』
、
大
正
四
三

・
六
一

O
下
)
が
一
不
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
無
姓
有
情
に
は
断
善
闇
提
(
焚
焼
一
切
善
根
即
誘
菩
薩
蔵
)
と
大
悲
闇
提
(
憐
感
一
切
衆
生
作
尽
一
切
衆
生
界
願
)
の
二
種

が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
大
悲
闇
提
と
は
大
悲
増
上
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
り
、
衆
生
を
救
い
尽
く
さ
な
い
限
り
浬
繋
に
入
る
こ
と
が
な
い
「
尽
衆
生
界
願
」

を
発
す
菩
薩
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
重
の
二
間
二
答
で
は
、
大
悲
間
提
が
成
仏
す
る
か
否
か
と
い
う
聞
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
不
成
仏
義
」
と
「
成
仏
義
」
の
二
つ
の
見
解
が
競
い
立
っ
て

お
り
、
古
来
の
「
大
詩
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
何
れ
の
義
を
採
用
す
る
べ
き
か
と
い
う
聞
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
末
学
は
是
非
を
定

め
難
し
」
と
し
な
が
ら
も
「
不
成
仏
伝
を
存
じ
申
す
可
き
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
不
成
仏
伝
」
の
立
場
で
論
じ
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
大
悲
闇
提
」
に
つ
い
て
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
経
典
上
に
お
け
る
根
拠
や
、
大
悲
闇
提
の
特
徴
を
示
し
た
上
で
「
不
成
仏
伝
」
及
び
「
成
仏
伝
」
の

い
ず
れ
を
と
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
重
及
び
第
二
重
の
問
答
は
論
義
テ

l
マ
「
大
悲
聞
提
」
を
論
じ
る
た
め
の
導
入
に
当
た
る
箇
所
と
い
え
よ
う
。

三
.
『
入
楊
伽
経
』
に
お
け
る
大
悲
闇
提
に
つ
い
て

(
第
三
重
)

4一



【
翻
刻
】

第
三
重
問
。
因
円
果
満
。
観
音
文
殊
等
成
道
智
論
。

答
。
凡
大
悲
闇
提
ノ
菩
薩
ハ
源
出
タ
リ
楊
伽
ノ
説
ニ
O

一
閏
提
開
断
善

大
悲
ノ
二
類
ヲ
。
以
為
第
五
ノ
無
姓
ノ
人
ト
。
大
恵
菩
薩
挙
二
類
ノ
闇
提
ヲ

問
セ
り
浬
繋
入
不
入
ヲ
o

悌
答
此
問
。
菩
薩
ノ
闇
提
常
不
入
浬
提
言
。
重
説
其

故
。
以
能
善
知
一
切
諸
法
本
来
浬
繋
7
0
其
説
既
詳
。
誰
曾

明
ナ
ル
文
立
成
仏
義
ヲ
耶
。
是
以
見
枢
要
解
釈
引
楊
伽
二
種

闇
提
。
初
者
有
入
浬
繋
之
時
後
必
不
爾
。
以
衆
生
界
無
壷
時
故
。

無
性
有
情
不
成
仏
故
。
大
悲
菩
薩
無
成
仏
期
o

云
々
加
之
或
云
因
現

定
成
果
必
不
成
。
或
為
因
成
果
不
成
ノ
句
卜
o

但
一
切
菩
薩
依
上

求
菩
提
之
願
必
至
果
満
ノ
位
。
観
音
文
殊
等
成
道
不
定
為
ル
ニ

奇
ト
。
楊
伽
経
ハ
本
以
大
悲
ノ
一
円
ヲ
立
為
セ
ヲ
闇
提
菩
薩
ト
。
誰
乱
智
悲
ノ

二
門
ヲ
永
失
問
提
ノ
一
徳
。
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刑判
?
1
・

【
訓
読
】

第
三
重

問
う
。
因
円
果
満
。
観
音
文
殊
等
の
成
道
と
『
智
論
』
。

答
う
。
凡
そ
大
悲
闇
提
の
菩
薩
は
源
は
『
楊
伽
経
』
の
説
に
出
た
り
。
一
閣
提
は
断
善
問
提
と
大
悲
闇
提
の
二
類
に
開
き
て
、
以
て
第
五
の
無
姓
の
人
と
為
す
。
大
恵

菩
薩
は
二
類
の
聞
提
を
挙
げ
て
浬
繋
の
入
不
入
を
問
え
り
。
仏
は
答
え
て
「
此
れ
聞
の
菩
薩
の
闇
提
は
常
に
浬
繋
に
入
ら
ず
」
と
云
々
。
重
ね
て
其
の
故
を
説
き
て
「
能

善
く
一
切
諸
法
は
本
来
浬
繋
と
知
る
を
以
て
」
と
云
々
。
そ
の
説
は
既
に
詳
ら
か
な
り
。
誰
か
明
な
る
文
を
会
し
て
成
仏
義
を
立
つ
る
耶
。

龍
谷
大
学
傍
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
六
号
二

O
二
二
年
三
月



良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
閑
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

是
を
以
て
『
枢
要
』
の
解
釈
を
見
る
に
、
『
楊
伽
』
の
二
種
の
闇
提
を
引
き
「
初
は
入
浬
繋
の
時
有
り
。
後
は
必
ず
し
か
ら
ず
。
衆
生
界
は
尽
く
る
時
無
き
を
以
て
の
故

し
か
の
み
な
ら
ず

に
、
無
性
有
情
は
不
成
仏
の
故
に
、
大
悲
の
菩
薩
は
成
仏
の
期
無
し
。
」
と
一
五
々
。
加
之
、
或
は
「
因
現
定
成
果
必
不
成
」
と
云
い
、
或
は
「
因
成
果
不
成
」
の
句
と

為
す
。但
だ
し
一
切
の
菩
薩
は
上
求
普
提
の
願
に
依
り
て
必
ず
果
満
の
位
に
至
る
。
観
音
文
殊
等
の
成
道
不
定
は
奇
と
為
す
。
『
楊
伽
経
』
は
本
と
大
悲
の
一
門
を
以
て
立
て
て

闇
提
菩
薩
と
為
す
。
誰
か
智
悲
の
二
門
を
乱
し
て
永
く
闇
提
の
一
徳
を
失
う
や
。

【
解
説
】

先
に
述
べ
た
よ
う
に
論
義
問
答
は
二
間
二
答
を
原
則
と
す
る
が
、
こ
の
第
三
一
重
お
よ
び
続
く
第
四
重
・
第
五
重
は
一
問
一
答
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
重
で
は
問

の
部
分
に
「
因
円
果
満
」
と
あ
り
、
字
聞
が
あ
け
ら
れ
て
「
観
音
文
殊
等
成
道
智
論
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
不
成
仏
伝
」
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
を
指
し
て
い
る
。

「
因
円
果
満
」
と
は
酬
因
感
果
の
観
点
か
ら
の
間
難
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
悲
聞
提
も
無
漏
種
子
を
有
す
る
菩
薩
で
あ
る
以
上
は
成
仏
す
る
の
は
当
然
で
あ

る
と
い
う
趣
旨
の
間
難
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
「
観
音
文
殊
等
成
道
智
論
」
は
経
論
の
説
示
の
異
な
り
と
い
う
観
点
か
ら
の
問
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
観
音

や
文
殊
は
経
典
に
よ
っ
て
は
成
道
す
る
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
大
智
度
論
』
巻
一
ニ

O
に
は
「
若
し
菩
薩
有
り
て
、
菩
薩
の
事
、
所
謂
十
地
、
六
波
羅
蜜
、

十
力
、
四
無
所
畏
、
四
無
擬
智
、
十
八
不
共
法
等
の
無
量
の
清
浄
な
る
仏
法
を
具
足
せ
ば
、
衆
生
の
為
の
故
に
久
し
く
生
死
に
住
し
て
阿
構
多
羅
三
薮
三
菩
提
を
取
ら
ず
、

而
も
広
く
衆
生
を
度
す
。
是
の
如
き
菩
薩
を
ば
諸
仏
は
讃
歎
す
。
何
者
を
か
是
な
る
、
文
殊
師
利
、
見
摩
羅
詰
、
観
世
音
、
大
勢
至
、
遍
詰
等
の
如
き
諸
の
菩
薩
の
上
首

な
り
。
」
(
大
正
二
五
・
二
八
三
下
)
と
あ
り
、
大
悲
闇
提
の
代
表
例
と
し
て
観
音
や
文
殊
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
不
成
仏
で
あ
る
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
に

つ
い
て
問
う
趣
旨
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
本
段
で
は
『
携
伽
経
』
の
所
説
及
び
特
徴
に
注
目
し
て
い
る
。
『
楊
伽
経
』
は
断
善
・
大
悲
の
二
種
の
聞
提
を
明
か
し
た
上
で

b
A蜘

釈
尊
が
「
菩
薩
摩
詞
薩
の
一
一
周
提
は
常
に
浬
繋
に
入
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
能
善
く
一
切
諸
法
の
本
来
浬
繋
を
知
る
を
以
て
。
」
「
菩
薩
の
一
間
提
は
常
に
浬
繋
に
入

ら
ず
」
(
共
に
大
正
一
六
・
五
二
七
中
)
と
説
き
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
確
な
説
示
が
経
文
に
見
ら
れ
る
以
上
は
成
仏
義
を
立
て
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
基
(
六
三
二
六
八
二
)
の
『
枢
要
』
で
も
『
楊
伽
経
』
の
大
悲
闇
提
に
つ
い
て
解
釈
す
る
際
に
は
、
例
外
な
く
「
不
成
仏
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、

す
べ
て
の
菩
薩
が
上
求
菩
提
の
願
に
よ
っ
て
必
ず
成
仏
す
る
と
も
あ
り
、
過
去
仏
が
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
観
音
や
文
殊
に
つ
い
て
は
希
な
例
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
『
楊
伽
経
』
は
大
悲
の
側
面
に
注
目
し
て
闇
提
菩
薩
を
立
て
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て
「
成
仏
義
」
を
設
け
る
こ
と
は
『
楊
伽
経
』
の
大
悲
の
側
面
を
否
定
し
、
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智
悲
の
二
門
を
乱
す
こ
と
に
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
点
は
良
算
が
一
切
の
菩
薩
は
成
仏
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
『
楊
伽
経
』
は
大
悲
の
一
門
に

も
と
づ
い
て
周
提
菩
薩
を
不
成
仏
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
楊
伽
経
』
の
説
示
の
範
囲
に
限
っ
て
論
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
悲
聞
提
は
不
成
仏
と
す
る
の
で
あ
る
。

(
第
四
重
・
第
五
重
)

龍
谷
大
学
悌
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
六
号
二

O
二
二
年
三
月

答
。
菩
提
サ
タ
願
行
雄
無
遁
ナ
リ
ト
大
論
之
者
不
出
大
智
大
悲
ノ

二
円
ニ
。
依
テ
ハ
大
智
門
稜
シ
テ
上
求
菩
提
願
因
円
果
満
シ
万
徳
究
・

依
大
悲
門
殺
下
化
有
情
ノ
願
ヲ
常
ニ
住
シ
テ
因
位
壷
未
来
際
。
凡

一
切
ノ
菩
薩
ハ
法
爾
ェ
具
大
菩
提
ノ
種
姓
。
故
有
漏
無
漏
ノ
修
行
漸
次
ニ

円
満
シ
下
中
上
品
ノ
無
漏
ノ
修
習
縛
斉
シ
テ
所
有
功
徳
皆
於
上
品
ニ
。

然
而
於
大
悲
ノ
一
門
者
意
楽
未
満
足
所
作
未
休
息
故

永
留
因
分
ニ
不
至
果
位
。
諸
普
薩
ハ
種
姓
人
々
就
備
此
二
門

若
闘
一
徳
更
非
大
乗
ノ
願
行
ニ
。
是
故
頓
悟
漸
悟
智
増
悲
増

周
ク
謹
シ
無
上
大
果
倶
ニ
名
タ
リ
聞
提
ノ
菩
薩
ト
。
是
則
自
利
々
他
二
門

大
悲
般
若
二
徳
也
。
携
伽
経
為
顕
一
徳
以
大
悲
一
門
立
為
無
性
ト
也
。

非
是
一
類
ノ
別
種
姓
ト
シ
テ
而
有
ニ
ハ
不
成
仏
ノ
菩
薩
。
依
之
花
厳
経
等

説
普
賢
願
ヲ
虚
空
界
不
壷
衆
生
界
不
蓋
故
我
願

亦
不
壷
云
々
。
一
切
菩
薩
必
具
普
賢
道
。
可
知
蓋
衆
生
界
是

通
相
ノ
願
ナ
リ
ト
一
五
事
。
然
則
一
切
菩
薩
二
利
円
満
シ
十
地
究
寛
ス
。
大
智
ノ
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
間
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

遺
ハ
雌
早
進
ム
ト
仏
果
ェ
大
悲
門
ハ
猶
不
捨
普
薩
道
ヲ
。
是
以
無
垢
称
経

中
-
一
説
三
十
徐
類
ノ
菩
薩
ノ
難
修
ノ
行
ヲ
雌
得
仏
道
縛
於
法
輪
而

不
捨
於
菩
薩
之
道
-70
雄
得
仏
道
縛
於
法
輪
者
説
大
智
門
成

道
ヲ
。
而
不
捨
於
普
薩
之
道
者
明
間
提
ノ
願
行
ヲ
也
。
依
之
・
・
・

賛
ニ
引
此
文
誼
セ
リ
観
音
普
賢
等
ハ
雌
久
成
仏
ナ

l
不
捨
菩
薩
道

之
義
ヲ
。
加
之
枢
要
於
因
果
成
不
成
ェ
分
別
ス
ル
ヵ
四
句
ヲ
中
因
成
果
不
成
ノ

句
ニ
ハ
取
大
悲
聞
提
ヲ
。
因
果
倶
成
ノ
句
ニ
ハ
取
大
智
成
仏
-70
是
若

挙
智
悲
ノ
別
類
為
初
後
ノ
句
株
者
第
四
句
ニ
偏
取
大
智
増

上
ノ
一
類
ヲ
。
量
非
疑
ニ
哉
。
愛
知
。
分
菩
薩
ノ
智
悲
二
門
為
初
後
句
幹

也
。
依
之
子
嶋
上
綱
釈
此
事
約
大
悲
成
就
撞
願
常
ェ
為
夕
日

聞
提
依
大
智
ノ
謹
ェ
故
亦
当
作
仏
-Z
先
徳
所
述
深
存
是
旨
。

尋
云
楊
伽
経
聞
提
ノ
菩
薩
ハ
実
留
因
位
一
類
也
。
若
実
(
進
)

果
地
者
不
ル
ハ
捨
菩
薩
ノ
道
ヲ
是
可
化
相
。
若
是
実
事
者

於
一
身
亦
因
亦
果
哉
。
燈
唯
除
大
悲
尽
生
界
願
釈

実
不
進
果
位
〈
見
タ
リ
〉
枢
要
因
変
非
果
変
句
上
品

無
漏
現
行
未
生
云
也

智
度
論
云
為
衆
生
故
久
住
生
死

-r

第
五
回
目
H
W
O

R
n
H
 

答
。
一
切
菩
薩
備
大
智
大
悲
ノ
二
門
ヲ
兼
成
不
成
ノ
二
遺
之
事
大
旨

知
前
重
。
凡
普
提
サ
タ
願
行
ハ
甚
深
堅
固
ェ
シ
テ
所
欣
所
・
・

真
実
ナ
リ
。
最
初
稜
心
之
初
メ
殺
壷
衆
生
界
ノ
願
ヲ
。
以
・
心
常

求
度
衆
生
ヲ
。
願
常
欣
フ
住
因
位
ェ
。
知
願
如
実
ノ
成
就
シ
テ
未
成
之
徳

-8一



未
満
之
行
ヲ
永
不
窮
壷
。
量
只
化
相
化
現
事
。
況
大
聖
ノ

所
作
ハ
内
外
相
癒
シ
テ
設
雄
化
身
行
ナ
リ
ト
必
有
内
心
真
実
行
相
。

不
可
思
儀
厳
妙
ノ
所
作
如
実
而
成
弁
ス
所
以
。
成
道
後
現
種
々

身
或
始
稜
心
シ
或
漸
昇
進
ス
。
無
遺
随
類
ノ
身
随
宜
進

住
行
向
地
ニ
精
勤
織
然
漸
成
事
業
。
於
一
々
ノ
生
結
其
願

施
シ
テ
其
益
ヲ
為
生
噴
劫
ニ
調
熟
根
機
ヲ
O

以
其
行
相
望
昔

因
行
ェ
有
何
差
別
。
謂
諸
如
来
任
運
働
事
無
有
休
息
。

於
其
円
満
ハ
ラ
蜜
多
復
更
修
習
六
到
彼
岸
者
即

此
意
也
。
雄
至
仏
地
猶
修
因
行
。
其
謹
実
明
也
。

~9 

答
う
。
菩
提
サ
タ
の
願
行
は
無
辺
な
り
と
雄
も
、
大
に
之
れ
を
論
ず
れ
ば
、
大
智
大
悲
の
二
門
に
出
ず
。
大
智
門
に
依
り
で
は
上
求
菩
提
の
願
を
発
し
て
因
円
果
満
し
万

徳
究
・
し
、
大
悲
門
に
依
り
て
は
下
化
有
情
の
願
を
発
し
て
常
に
因
位
に
住
し
て
未
来
際
を
尽
く
す
。
凡
そ
一
切
の
菩
薩
は
法
爾
に
大
菩
提
の
種
姓
を
具
す
る
が
故
に
、

有
漏
無
漏
の
修
行
は
漸
次
に
円
満
し
下
中
上
品
の
無
漏
の
修
智
を
ば
転
斎
す
。
あ
ら
ゆ
る
功
徳
は
皆
な
上
品
に
於
い
て
す
。
然
市
に
大
悲
の
一
門
に
於
い
て
は
意
楽
は
未

だ
是
れ
を
満
た
さ
ず
、
所
作
は
未
だ
休
息
せ
ざ
る
が
故
に
永
く
因
分
に
留
ま
り
、
果
位
に
至
ら
ず
。
諸
の
菩
薩
種
姓
は
今
此
の
二
門
を
備
え
る
に
就
い
て
、
若
し
一
徳
を

開
け
ば
更
に
大
乗
の
願
行
に
は
非
ず
。
是
の
故
に
頓
悟
・
漸
悟
・
智
増
・
悲
増
は
周
く
無
上
の
大
果
を
謹
す
と
倶
に
闇
提
の
菩
薩
と
名
づ
け
た
り
。
是
れ
則
ち
自
利
利
他

の
二
円
、
大
悲
・
般
若
の
二
徳
也
。
『
楊
伽
経
』
は
一
徳
を
顕
さ
ん
が
為
に
大
悲
の
一
門
を
以
て
無
性
と
為
す
也
。
是
れ
一
類
の
別
種
姓
と
し
て
不
成
仏
の
菩
薩
有
る
に
は

非
ず
。
之
れ
に
依
り
て
『
華
厳
経
』
等
は
普
賢
の
願
を
説
き
、
「
虚
空
界
は
不
章
、
衆
生
界
も
不
壷
の
故
に
我
が
願
も
亦
た
不
壷
」
と
云
々
。
一
切
菩
薩
は
必
ず
普
賢
の
道

龍
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

を
具
す
。
知
る
可
し
、
尽
衆
生
界
は
是
れ
通
相
の
願
な
り
と
一
五
う
事
を
。
然
ら
ば
則
ち
、

難
も
、
大
悲
門
は
猶
お
菩
薩
道
を
捨
て
ず
。

是
を
以
て
『
無
垢
称
経
』
の
中
に
コ
一
十
鈴
類
の
菩
薩
の
難
修
の
行
を
説
き
「
仏
道
を
得
て
法
輸
を
転
ず
る
と
錐
も
、
市
も
菩
薩
の
道
を
捨
て
ず
」
と
云
々
。
「
雄
得
仏
道

転
於
法
輪
」
と
は
大
智
門
の
成
道
を
説
く
。
「
而
不
捨
於
菩
薩
之
道
」
と
は
闇
提
の
願
行
を
明
か
す
也
。
之
れ
に
依
り
て
・
・
『
・
賛
』
に
此
の
文
を
引
き
て
観
音
普
賢
等

は
久
成
仏
な
り
と
雄
も
菩
薩
の
道
を
捨
て
ざ
る
の
義
を
謹
せ
り
。
加
之
、
『
枢
要
』
は
因
果
の
成
不
成
に
於
い
て
四
句
を
分
別
す
る
中
に
、
「
因
成
果
不
成
」
の
句
に
は
大

悲
闇
提
を
取
り
、
「
因
果
倶
成
」
の
句
に
は
大
智
の
成
仏
を
取
る
。
是
れ
若
し
智
悲
の
別
類
を
挙
げ
て
初
後
の
句
体
と
為
さ
ば
、
第
四
句
に
偏
に
大
智
増
上
の
一
類
を
取
る
。

量
に
疑
に
非
ず
哉
。
愛
に
知
ん
ぬ
、
菩
薩
の
智
悲
の
二
門
に
分
か
ち
て
初
後
の
句
体
と
為
す
也
と
。
之
れ
に
依
り
て
子
嶋
上
綱
は
此
の
事
を
釈
し
て
「
大
悲
の
成
就
の
辺

に
約
さ
ば
、
願
は
常
に
聞
提
と
為
し
た
り
。
大
智
の
辺
に
依
る
が
故
に
亦
た
当
に
作
仏
す
べ
し
。
」
と
云
々
。
先
徳
の
所
述
は
深
く
此
の
旨
を
存
す
。

尋
ね
て
一
五
く
。
『
楊
伽
経
』
の
間
提
菩
薩
は
実
に
因
位
に
留
ま
る
一
類
也
。
若
し
実
に
果
地
に
進
ま
ば
、
菩
薩
の
道
を
捨
て
ざ
る
は
定
め
て
是
れ
化
相
な
る
可
し
。

若
し
是
れ
実
事
な
ら
ば
、
一
身
に
於
い
て
亦
は
因
、
亦
は
果
な
る
哉
。

『
灯
』
に
「
唯
だ
大
悲
尽
生
界
の
願
を
除
く
」
と
釈
し
、
実
に
は
果
位
に
進
ま
ず
。
〈
と
見
た
り
〉

『
枢
要
』
は
「
因
変
非
果
変
」
の
句
に
上
品
の
無
漏
の
現
行
は
未
生
と
云
う
也
。

『
智
度
論
』
に
云
く
「
衆
生
の
為
の
故
に
久
し
く
生
死
に
住
す
」
と
云
々
。

第

五
問
う
。

一
切
の
普
薩
は
二
利
円
満
し
十
地
究
寛
す
。
大
智
の
辺
は
早
く
仏
果
に
進
む
と

10-

答
う
。
一
切
の
菩
薩
は
大
智
大
悲
の
一
一
門
を
備
え
、
成
不
成
の
一
一
辺
を
兼
ね
る
の
事
の
大
旨
は
前
の
重
の
如
し
。
凡
そ
菩
提
薩
唾
の
願
行
は
甚
深
堅
固
に
し
て
欣
う
所
、

・
す
所
、
・
・
真
実
な
り
。
最
初
発
心
の
始
め
、
尽
衆
生
界
の
願
を
発
し
て
永
く
心
は
常
に
度
衆
生
を
求
む
。
願
は
常
に
因
位
に
住
す
る
を
欣
う
。
願
の
如
く
実
の
如
く
、

未
成
の
徳
・
未
満
の
行
を
成
就
し
て
永
く
窮
尽
せ
ざ
れ
ば
、
量
に
只
だ
の
化
相
化
現
の
事
な
ら
ん
や
。
況
ん
や
大
聖
の
所
作
は
内
外
相
応
し
て
、
設
ひ
化
身
の
行
な
り
と

雌
も
、
必
ず
内
心
に
歪
り
て
は
真
実
の
行
相
な
り
。
不
可
思
儀
厳
妙
の
所
作
は
実
の
知
く
に
し
て
成
弁
す
。
所
以
は
成
道
の
後
に
種
々
の
身
を
現
じ
、
或
は
始
め
て
発
心

し
、
或
は
漸
く
昇
進
す
。
無
辺
随
類
の
身
は
応
に
随
い
て
住
行
向
地
に
進
み
、
精
勤
織
燃
に
し
て
漸
く
事
業
を
成
ず
。
一
一
の
生
に
於
い
て
其
の
願
を
結
び
、
其
の
益
を

施
し
て
生
の
為
に
暖
劫
に
根
機
を
調
熟
す
。
其
の
行
相
を
以
て
昔
の
因
行
に
望
む
に
、
何
の
差
別
か
有
ら
ん
。
「
謂
く
諸
の
如
来
は
任
運
に
仏
事
し
て
休
息
有
る
こ
と
無
く
、

其
の
円
満
な
る
波
羅
蜜
多
に
於
い
て
復
た
更
に
六
到
彼
岸
を
修
習
す
」
と
は
即
ち
此
の
意
也
。
仏
地
に
至
る
と
雌
も
、
猶
お
因
行
を
修
す
。
其
の
謹
は
実
に
明
ら
か
也
。



【
解
説
】

第
三
重
で
、
大
悲
聞
提
は
『
樗
伽
経
』
の
説
示
に
基
づ
け
ば
不
成
仏
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。
第
四
重
・
第
五
重
で
は
、
そ
の
範
曙
に
限
ら
れ
な
い
大
悲
闇
提
そ
の
も
の

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
菩
薩
の
大
悲
門
と
大
智
門
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
大
悲
門
・
大
智
門
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
第
四
重
の
冒
頭
で
は
菩
薩
の
願
行
は
大
智
門
と
大
悲
門
の
二
門
に
分
け
る
事
が
で
き
、
大
智
円
な
ら
ば
成
仏
、
大
悲
円
な
ら
ば
不
成
仏
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
菩
薩
は
大
智
大
悲
を
備
え
て
お
り
、
そ
の
大
悲
の
側
面
を
大
悲
闇
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
頓
悟
・
漸
悟
・
智
増
・
悲
増
と
い
っ
た
す
べ
て
の

菩
薩
は
仏
果
を
得
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
大
悲
閣
提
で
も
あ
る
と
す
る
。
前
段
で
も
述
べ
た
と
お
り
『
樗
伽
経
』
に
説
か
れ
る
大
悲
聞
提
は
大
悲
の
側
面
に
注
目
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
す
べ
て
の
菩
薩
が
大
悲
聞
提
で
も
あ
る
た
め
、
「
一
類
の
別
種
姓
と
し
て
不
成
仏
の
菩
薩
」
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
重
一
第
二
答

で
見
た
と
お
り
、
大
悲
間
提
と
は
尽
衆
生
界
願
を
起
こ
す
菩
薩
の
こ
と
を
い
う
の
で
、
一
切
の
菩
薩
を
大
悲
闇
提
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
尽
衆
生
界
願
に
つ
い
て
も
一
切
の

菩
薩
が
発
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
段
で
は
『
華
厳
経
』
「
十
地
品
」
(
大
正
一

0
・
一
八
二
中
)
に
説
か
れ
る
「
普
賢
の
十
願
」
を
例
と
し
て
示
し
、
尽
衆
生
界
願
を

す
べ
て
の
菩
薩
が
発
す
「
通
相
の
願
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
切
の
菩
薩
が
大
悲
鴎
提
で
あ
る
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ
た
。
第
四
重
で
は
続
け
て
『
無
垢
称
経
』
、

『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
(
以
下
『
法
華
玄
賛
』
)
、
『
枢
要
』
が
実
際
に
一
切
の
菩
薩
が
大
智
の
側
面
で
は
成
仏
、
大
悲
の
側
面
で
は
不
成
仏
と
い
う
あ
り
方
を
示
す
経
証
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
『
枢
要
』
の
「
因
成
果
不
成
」
に
つ
い
て
の
見
解
は
特
徴
的
で
、
大
智
大
悲
の
二
門
を
示
す
と
同
時
に
二
類
の
別
種
姓
と
し
て
の
不

成
仏
の
菩
薩
」
を
退
け
て
い
る
。
と
う
の
も
『
枢
要
』
に
は
因
果
の
成
不
成
に
つ
い
て
四
句
分
別
を
設
け
て
、
「
一
に
は
因
成
果
不
成
、
講
く
大
悲
聞
提
な
り
。
(
中
略
)

四
に
は
因
果
倶
成
、
謂
く
大
智
増
上
と
善
根
を
断
ぜ
ず
し
て
成
仏
す
る
者
な
り
。
」
(
大
正
四
三
・
六
一
一
上
)
と
示
し
、
大
悲
聞
提
の
菩
薩
と
智
増
の
菩
薩
を
第
一
句
と

第
四
句
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
大
悲
聞
提
が
「
一
類
の
別
種
姓
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
智
増
の
菩
薩
も
「
一
類
の
別
種
姓
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
智
増
の
菩
薩
は
菩
薩
種
姓
を
よ
り
細
か
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
ご
類
の
別
種
姓
」
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
悲
闇
提
も
ま
た

「
一
類
の
別
種
姓
」
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
菩
薩
の
大
智
の
側
面
は
成
仏
、
大
悲
の
側
面
は
不
成
仏
と
す
る
見
解
が
真
輿
(
九
三
五
|

一
O
O
四
)
に
も
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

第
四
重
に
は
続
け
て
「
尋
云
」
と
い
う
形
で
談
議
が
付
さ
れ
て
お
り
、
『
楊
伽
経
』
に
は
大
悲
闇
提
が
因
位
に
留
ま
る
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
果
に
進
む
者
が

い
る
な
ら
、
そ
の
因
位
に
留
ま
る
菩
薩
の
す
が
た
は
化
相
に
過
ぎ
な
い
は
ず
と
難
じ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
う
え
で
菩
薩
相
が
実
事
で
あ
れ
ば
、
菩
薩
の
一
身
に
お
い
て

因
で
あ
り
、
果
と
な
る
の
か
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
(
以
下
『
了
義
灯
』
)
・
『
枢
要
』
・
『
大
智
度
論
』
が
実
際
に
大
悲
門
の
不
成
仏
が

う
た

化
相
で
な
い
こ
と
の
経
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
了
義
灯
』
に
は
「
『
論
』
の
「
利
那
利
那
に
転
た
増
進
す
る
が
故
に
」
を
解
釈
し
て
「
唯
だ
大
悲
尽
生
界
願
を
ぱ

龍
谷
大
学
悌
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
六
号
二

O
二
二
年
三
月

-11 



良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
閤
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

十
地
満
巳
に
し
て
増
進
無
か
る
可
し
。
」
(
大
正
四
三
・
七
二
九
中
)
と
あ
り
、
仏
果
に
進
ま
な
い
様
、
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
枢
要
』
は
「
又
た
有
る
は
因
変

に
し
て
果
変
に
非
ず
。
(
中
略
)
唯
だ
等
流
の
因
の
み
に
し
て
果
変
に
非
ず
。
大
悲
の
菩
薩
の
果
の
無
漏
の
法
爾
の
種
な
り
」
(
大
正
四
三
・
六
二
九
中
1
下
)
と
大
悲
闇

提
が
仏
果
を
得
た
後
の
一
示
現
(
果
変
)
で
な
い
と
い
う
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
大
智
度
論
』
も
「
衆
生
の
為
の
故
に
久
し
く
生
死
に
住
し
て
阿
縛
多
緩
三
毅
三

菩
提
を
取
ら
ず
、
市
も
広
く
衆
生
を
度
す
。
(
中
略
)
何
者
を
か
是
な
る
、
文
殊
師
利
、
見
摩
羅
詰
、
観
世
音
、
大
勢
至
、
遍
詰
等
の
如
き
諸
の
菩
薩
の
上
首
な
り
。
」
(
大

正
二
五
・
二
八
三
下
)
と
大
悲
聞
提
で
あ
る
文
殊
や
観
音
が
仏
果
を
証
さ
ず
に
衆
生
の
た
め
に
利
他
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
第
四
重
で
は
大
智
大

悲
の
二
門
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
付
さ
れ
た
談
義
に
よ
っ
て
大
悲
門
の
不
成
仏
が
実
事
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
と
見
て
よ
い
。

第
五
重
も
第
四
重
と
同
様
に
間
部
分
が
略
さ
れ
て
い
る
。
前
重
で
は
大
智
大
悲
の
二
門
が
菩
薩
に
あ
る
こ
と
が
一
不
さ
れ
、
続
く
談
義
で
大
悲
門
が
実
事
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
た
が
、
第
五
重
で
は
大
智
門
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
答
文
の
官
頭
で
は
、
菩
薩
の
願
行
は
甚
深
堅
固
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
真
実
性
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、

最
初
発
心
で
尽
衆
生
界
願
を
発
し
て
以
降
、
願
に
誓
っ
た
と
お
り
永
遠
に
因
行
を
修
し
続
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
真
実
で
あ
る
誓
願
に
立
脚
し
た
因
行
で
あ

る
以
上
は
、
果
後
の
菩
薩
相
も
「
只
だ
の
化
相
化
現
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
仏
の
内
心
に
鑑
み
れ
ば
、
た
と
え
化
身
の
行
で
あ
っ
て
も
真
実
の
行
相
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
談
義
で
は
大
悲
門
に
お
け
る
因
位
が
実
事
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
大
智
門
に
お
い
て
も
果
後
の
因
行
が
真
実
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
に
大
悲
門
大
智
門
そ
れ
ぞ
れ
の
智
悲
二
門
と
い
う
二
重
構
造
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
智
門
の
大
悲
門
が
先
ん
じ

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
事
を
『
摂
大
乗
論
』
の
「
謂
く
諸
の
知
来
は
任
運
に
仏
事
し
て
休
息
有
る
こ
と
無
く
、
其
の
円
満
な
る
波
羅
蜜
多
に
於

い
て
復
た
更
に
六
到
彼
岸
を
修
習
す
」
を
挙
げ
、
大
智
門
に
お
い
て
仏
果
を
証
し
た
後
も
因
行
を
修
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

除
く
。
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尋
云
此
何
先
徳
所
惇
哉
。

今
勘
或
先
徳
ノ
釈
古
来
諸
徳
ハ
一
一
山
一
切
仏
大
悲
遺
大
悲

闇
提
無
別
大
悲
岡
提
。
忠
継
大
徳
云
有
別
大
悲
間
提
菩
薩
也

云
々
〈
法
苑
私
記
〉
知
此
釈
者
所
互
申
是
古
来
諸
徳
常
国

説
何
始
為
奇
。
又
子
嶋
御
停
〈
如
前
出
了
〉



義
賓
〈
枢
要
記
〉
崇
俊
〈
決
択
記
〉
賀
師
〈
鏡
水
抄
所
引
〉

慶
順
〈
法
華
抄
〉
等
諸
師
皆
述
此
義
。
此
外
猶
可
勘
合

又
清
水
〈
諸
乗
章
私
記
〉
引
行
賀
釈
同
之
。

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
わ
く
。
是
れ
何
れ
の
先
徳
の
所
伝
な
る
哉
。

今
、
或
先
徳
の
釈
を
勘
ず
る
に
、
古
来
の
諸
徳
は
一
切
の
仏
の
大
悲
の
辺
を
大
悲
聞
提
と
し
別
の
大
悲
聞
提
無
し
と
云
う
。

忠
継
大
徳
の
云
わ
く
、
別
に
大
悲
聞
提
の
菩
薩
有
る
也
と
、
云
々
。
〈
法
苑
私
記
〉

此
の
釈
の
如
く
は
、
互
い
に
申
す
所
は
是
れ
古
来
の
諸
徳
常
に
・
の
説
な
り
。
何
ぞ
始
め
て
奇
と
為
す
や
。

又
た
子
嶋
の
御
伝
は
前
出
の
加
し
。
義
賓
〈
枢
要
記
〉
、
崇
峻
〈
決
択
記
〉
、
賀
師
〈
鏡
水
抄
の
所
引
〉
、
慶
順
〈
法
花
抄
〉
等
の
諸
師
は
皆
な
此
の
義
を
述
ぶ
。
此
の
外

も
猶
お
勘
合
す
可
し
。
又
た
清
水
〈
諸
乗
章
私
記
〉
は
行
賀
の
釈
を
引
き
之
れ
に
閉
じ
。
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【
解
説
】

本
段
は
先
に
示
さ
れ
た
菩
薩
の
大
悲
門
を
不
成
仏
と
し
、
大
智
門
が
成
仏
す
る
解
釈
が
先
徳
の
も
の
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
問
う
て
い
る
。
ま
ず
「
或
先
徳
」

と
忠
継
(
七
七
八
|
八
四
三
)
と
の
二
つ
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
の
内
容
を
見
る
限
り
「
別
類
の
大
悲
闇
提
」
の
有
無
に
つ
い
て
対
立
す
る
二

説
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
四
重
中
に
は
大
智
門
の
成
仏
と
大
悲
門
の
不
成
仏
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
二
類
の
別
種
姓
と
し
て
不
成
仏
の
菩
薩
有
る
に
は

非
ず
」
と
明
確
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
算
が
古
来
の
諸
徳
の
解
釈
を
支
持
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
別
類
の
大
悲
聞
提
」
を
認
め
な
い
先
徳

と
し
て
第
四
重
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
真
輿
に
加
え
て
、
こ
こ
で
は
新
た
に
義
賓
・
崇
俊
・
賀
師
・
慶
順
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
此
の
外
も
猶
お
勘
合
す
可
し
」

と
し
た
上
で
清
水
律
師
清
範
が
行
賀
と
同
じ
解
釈
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
師
の
う
ち
具
体
的
見
解
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
義
賓
と
賀

師
の
二
人
で
あ
る
。
賀
師
は
栖
複
の
『
法
華
玄
賛
要
集
』
に
「
賀
の
云
わ
く
。
不
成
仏
は
悲
門
に
約
し
て
説
く
。
成
仏
と
言
う
は
智
門
に
約
し
て
説
く
。
是
の
故
に
成
と

不
成
と
は
亦
た
草
返
す
る
こ
と
無
し
。
」
(
続
蔵
三
四
・
二
六
四
上
)
と
、
智
悲
二
門
の
成
不
成
が
矛
盾
す
る
こ
と
無
く
成
立
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
義
賓
の
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谷
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学
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
岡
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

『
枢
要
記
』
は
『
本
文
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
文
に
は
慶
順
・
行
賀
の
名
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
枢
要
義
賓
記
』
に
云
わ
く
。
「
大
悲
菩
薩
O
生
死
に
住
す
を
楽
ふ
。

O
観
世
音
菩
薩
等
の
知
し
。
而
る
に
当
来
に
は
普
光
功
徳
山
王
仏
と
言
い
、
亦
た
現
在
に
は

に
は
正
法
明
如
来
等
と
言
う
と
は
、
大
智
門
に
依
ら
ぱ
成
仏
の
時
有
り
、
若
し
大
悲
門
に
拠
ら
ぱ
成
仏
す
る
こ
と
無
し
。
明
ら
か
に
衆
生
は
尽
き
ざ
る
が
故
に
。
又

た
『
観
音
三
昧
経
』
に
又
た
云
わ
く
。
「
正
法
明
仏
は
実
門
に
拠
る
が
故
に
久
し
く
巳
に
仏
道
を
成
ず
。
普
光
功
徳
知
来
は
権
問
に
拠
る
」
」
と
云
々
。

慶
順
抄
の
一
は
之
れ
に
同
じ
。
行
賀
・
真
輿
も
之
れ
に
同
じ
。
明
詮
の
記
に
引
く
所
の
考
仁
・
平
備
は
亦
た
成
仏
義
を
存
し
て
「
因
行
は
満
つ
る
が
故
に
自
然
に

成

仏

す

」

と

云

々

。

(

大

正

六

五

・

四

一

六

上

)

と
あ
る
。
義
賓
も
ま
た
智
悲
の
二
門
の
成
不
成
を
示
し
て
い
る
が
、
末
尾
に
『
観
音
三
昧
経
』
を
引
い
て
お
り
、
悲
門
の
不
成
仏
を
権
問
と
し
て
解
釈
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
慶
順
・
行
賀
・
真
興
が
同
様
の
見
解
を
有
し
て
い
た
と
あ
る
。
第
四
重
で
引
か
れ
た
真
輿
の
見
解
は
「
大
悲
の
成
就
の
辺
に
約
さ
ば
、
願

は
常
に
聞
提
と
為
し
た
り
。
大
智
の
辺
に
依
る
が
故
に
亦
た
当
に
作
仏
す
ベ
し
。
」
と
い
う
も
の
で
、
真
興
が
そ
の
権
実
に
ま
で
言
及
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し

か
し
賀
師
の
見
解
も
権
実
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
段
の
聞
い
(
尋
云
)
の
内
容
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
こ
で
は
「
別
類
の
大
悲
闇
提
」
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
菩
薩
の

智
悲
二
門
の
成
不
成
と
い
う
見
解
を
幾
人
も
の
先
徳
が
有
し
て
い
た
と
示
す
狙
い
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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謹
拠

花
厳
経
説
普
賢
願
虚
空
界
不
壷
衆
生
界
不
壷
故

我
願
亦
不
壷
云
二
切
菩
薩
具
普
賢
道
。
可
知
。
壷
衆
生
界
是

通
相
ノ
願
也
。
〈
是
一
〉
無
垢
稀
経
ノ
中
説
三
十
徐
類
ノ
菩
薩
ノ
難
修
行
雄
得

傍
道
縛
於
法
輪
而
不
捨
於
菩
薩
之
道
云
々
上
二
句
ハ
説
大
智
・
・

道
下
二
句
ハ
明
間
提
ノ
願
行
ヲ
。
法
花
玄
賛
引
此
文
謹
観
音
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普
賢
難
久
成
仏
猶
不
捨
菩
薩
ノ
道
之
義
。
於
一
菩
薩
有
成
不
成
ノ
二
門
之

事
此
釈
尤
明
〈
是
二
〉
法
花
経
〈
毒
量
品
〉
云
我
本
行
菩
薩
道
所
成

寿
命
今
猶
未
壷
復
倍
上
数
云
々
。
天
親
釈
云
以
本
願
故
衆
生

界
未
蓋
願
非
究
寛
故
言
未
満
非
得
菩
提
不
満
足
故
。

大
智
ノ
菩
薩
既
住
闇
提
ノ
願
ニ
知
不
限
悲
願
ノ
中
一
類
之
事
〈
是
三
〉

玄
賛
九
〈
毒
量
品
〉
一
五
経
善
男
子
我
本
行
菩
薩
道
O
賛
日
初
明

報
身
随
衆
生
界
及
本
願
カ
ト
皆
無
蓋
故
寿
命
常
住

O
本

行
菩
薩
道
時
願
度
衆
生
壷
方
入
無
余
。
以
衆
生
界
無
尽
期

故
今
得
ト
モ
果
円
願
行
無
秀
※
(
萎
)
不
寿
不
壷
復
倍
上
数
一
五
々

以
此
釈
知
。
説
聞
提
願
云
事
。
尤
可
秘
。

大
般
若
経
五
百
六
十
六
云
〈
第
六
分
通
達
品
〉
若
菩
薩
摩
詞
薩
修

学
般
若
波
羅
蜜
多
則
能
行
妙
ハ
ラ
蜜
多
O
但
作
是
願
一
切
有

情
皆
入
無
齢
般
浬
繋
界
。
我
身
最
後
乃
至
正
覚

諸
菩
薩
修
学
ス
ル
般
若
波
羅
蜜
時
皆
殺
此
願
。
非
一
類
別
願
也
。

無
垢
稿
経
第
云

尋
云
果
位
以
去
菩
薩
相
是
化
現
也
。
故
玄
賛
示
現
為
菩
薩
。

何
以
此
為
実
事
哉
。

答
。
於
果
後
重
修
ニ
大
有
二
義
円
。
或
惣
為
仏
果
。
若
依
此
義

菩
薩
ノ
相
ヲ
ハ
皆
為
示
現
ト
。
玄
賛
ニ
示
現
為
菩
薩
ト
者
欲
顕
観
音
等
成

道
ノ
実
事
ヲ
指
菩
薩
ヲ
為
示
現
ヲ
也
。
或
実
属
因
位
。
従
本
願

対
所
化
其
相
実
因
分
故
。

重
意
云
。
巳
備
果
徳
是
住
因
位
誠
是
化
相
也
。
然
蓋
衆
生
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
隅
提
〈
上
と
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

. e 

界
願
ハ
者
四
弘
之
中
初
願
也
。
二
利
之
中
一
門
也
。
顧
大
乗
康
行

人
必
住
此
願
。
有
一
類
之
別
願
ニ
非
一
段
之
化
宜
。
自
最
初
稜
心

未
来
際
於
無
遁
世
界
無
数
衆
生
随
類
臆
現
和
光
同

塵
垢
益
其
縁
不
可
思
儀
。
誰
不
為
実
行
誰
不
為
実

徳
哉
。
凡
権
実
二
円
其
義
随
宜
説
。
対
シ
テ
ハ
法
報
ノ
実
身
ニ

三
乗
同
見
ノ
仏
ヲ
雌
名
化
身
ト
対
光
中
化
仏
随
類
化
益

又
為
実
身
。
此
亦
可
然
。

16 

一
切
の
菩
薩
は
普
賢
の
道
を
具
す
。
知
る
可
し
、
尽
衆
生
界
は
是



『
玄
賛
』
九
〈
寿
量
品
〉
に
一
五
わ
く
。
「
経
善
男
子
我
本
行
菩
薩
道
O
賛
じ
て
日
く
。
初
め
に
は
報
身
は
衆
生
界
及
び
本
願
力
の
皆
尽
き
る
こ
と
無
き
に
随
う
が
故
に
害

命
の
常
住
な
る
を
明
か
す
。

O
本
と
菩
薩
道
を
行
ず
る
の
時
、
衆
生
を
度
し
尽
く
し
て
方
に
無
余
に
入
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
衆
生
界
は
尽
く
る
期
無
き
を
以
て
の
故
に
、

今
は
果
の
円
な
る
を
得
る
も
願
行
萎
え
る
こ
と
無
し
。
故
に
寿
も
尽
き
ず
復
た
上
の
数
に
倍
す
る
な
り
」
と
云
々
。

此
の
釈
を
以
て
知
ん
ぬ
。
闇
提
の
願
を
説
く
と
云
う
事
を
。
尤
も
秘
す
可
し
。

『
大
般
若
経
』
五
百
六
十
六
に
云
わ
く
。
〈
第
六
分
通
達
品
〉
「
若
し
菩
薩
摩
詞
薩
、
般
若
波
羅
蜜
多
を
修
学
せ
ば
則
ち
能
く
妙
波
羅
蜜
多
を
行
ず
。
(
中
略
)
但
だ
是
の

願
を
作
す
の
み
。
一
切
有
情
の
皆
な
無
余
般
浬
繋
界
に
入
り
、
我
が
身
は
最
後
に
乃
ち
正
覚
に
至
ら
ん
と
」
と
云
々
。
諸
の
菩
薩
は
般
若
波
羅
蜜
を
修
学
す
る
時
、
皆
な

此
の
願
を
発
す
。
一
類
の
別
願
に
は
非
ざ
る
也
。

『
無
垢
称
経
』
第
云

尋
ね
て
云
わ
く
。
果
位
以
去
の
菩
薩
相
は
是
れ
化
現
也
。
故
に
『
玄
賛
』
は
「
示
現
為
菩
薩
」
と
す
。
何
ぞ
此
れ
を
以
て
実
事
と
為
す
哉
。

答
う
。
果
後
の
重
修
に
於
い
て
又
た
二
義
門
有
り
。
或
は
惣
じ
て
仏
果
と
為
す
。
若
し
此
の
義
に
依
ら
ば
、
菩
薩
の
相
は
皆
な
示
現
と
為
す
。
『
玄
賛
』
に
「
一
不
現
為
菩

薩
」
と
は
観
音
等
の
成
道
の
実
事
を
顕
さ
ん
と
欲
し
て
、
菩
薩
を
指
し
示
現
と
為
す
也
。
或
は
実
に
因
位
に
属
す
。
本
願
に
従
い
て
所
化
に
対
す
れ
ば
其
の
相
は
実
の
因

分
な
る
が
故
に
。

重
ね
て
意
の
云
わ
く
。
巳
に
果
徳
を
備
う
れ
ば
、
是
の
因
位
に
住
す
る
は
誠
に
是
れ
化
相
也
。
然
而
に
、
尽
衆
生
界
の
願
は
四
弘
の
中
の
初
願
也
。
二
利
の
中
の
一
門

也
。
大
乗
は
広
く
し
て
、
行
人
は
必
ず
此
の
願
に
住
す
る
を
顕
す
。
一
類
の
別
願
有
る
に
一
段
の
化
宜
に
は
非
ず
。
最
初
発
心
よ
り
未
来
際
ま
で
無
辺
の
世
界
、
無
数
の

衆
生
に
於
い
て
、
随
類
の
応
現
の
和
光
は
塵
垢
に
同
じ
て
益
す
。
其
の
縁
は
不
可
思
議
な
り
。
誰
か
実
行
と
為
さ
ざ
る
や
、
誰
か
実
徳
と
為
さ
ざ
る
哉
。
凡
そ
権
実
の
二

門
は
其
の
義
は
随
宜
に
説
く
。
法
報
の
実
身
に
対
し
て
は
三
乗
同
見
の
仏
を
化
身
と
名
づ
く
と
雄
も
、
光
中
の
化
仏
の
随
類
の
化
宜
に
対
し
て
は
又
た
実
身
と
為
す
。
此

れ
又
た
然
る
可
し
。

【
解
説
】

前
段
で
は
「
別
類
の
大
悲
間
提
」
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
菩
薩
の
智
悲
二
門
の
成
不
成
と
い
う
見
解
が
諸
先
徳
に
よ
っ
て
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
本
段
で
は
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
の
証
拠
が
種
々
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
文
中
の
「
虚
空
界
不
壷
、
衆
生
界
不
壷
故
、
我
願
亦
不
壷
」
と
い
う
普
賢
の
十
願
の
記
述
そ
の
ま
ま
が
見
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳

龍
谷
大
学
傍
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
六
号
二

O
二
二
年
三
月
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良
算
撰
「
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

経
』
「
十
地
品
」
(
大
正
一

0
・
一
八
二
中
)
に
は
「
仏
子
よ
、
此
の
大
願
は
十
尽
句
を
以
て
而
も
成
就
す
る
こ
と
を
得
。
何
等
を
か
十
と
為
す
。
所
調
、
衆
生
界
尽
、
世

界
尽
、
虚
空
界
尽
(
中
略
)
衆
生
界
は
尽
く
べ
か
ら
ず
。
乃
至
、
世
間
転
法
転
智
転
界
も
尽
く
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
我
の
此
の
大
願
の
善
根
も
窮
尽
す
る
有
る
こ
と
無

し
」
と
あ
り
、
同
内
容
を
示
す
経
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
経
文
を
も
っ
て
、
「
尽
衆
生
界
願
」
が
す
べ
て
の
菩
薩
が
発
す
「
通
相
の
願
」
で
あ
る
証
拠
と
し
て
い
る
。
す
べ

て
の
菩
薩
が
「
尽
衆
生
界
願
」
を
発
す
の
で
あ
る
か
ら
、
「
別
類
の
大
悲
闇
提
」
と
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
の
経
証
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

次
に
『
無
垢
称
経
』
と
『
法
華
玄
賛
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
無
垢
称
経
』
の
文
言
は
『
法
華
玄
賛
』
中
に
引
か
れ
る
も
の
で

あ
る
。
玄
実
訳
の
『
説
無
垢
称
経
』
中
に
は
同
一
の
文
言
は
見
ら
れ
な
い
が
、
異
訳
で
あ
る
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
に
「
雄
得
傍
道
蹄
骨
子
法
輪
入
於
浬
繋
而
不

捨
於
菩
薩
之
道
。
是
菩
薩
行
」
(
大
正
一
四
・
五
四
五
下
)
と
非
常
に
近
い
文
言
が
見
ら
れ
、
こ
の
箇
所
の
趣
意
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
実
際
に
は
『
法
華
玄
賛
』
を

挙
げ
て
い
る
と
言
っ
て
良
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
菩
薩
に
智
悲
の
二
門
が
あ
り
、
そ
れ
が
成
不
成
に
あ
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
基
は
『
法
華
玄
賛
』
で
「
此
れ
を
験
す

に
普
賢
は
久
し
く
巳
に
成
仏
す
る
も
、
示
現
し
て
菩
薩
と
為
り
て
妙
行
を
修
す
を
勧
む
」
(
大
正
三
四
・
八
五
二
下
)
と
成
仏
後
の
菩
薩
の
修
行
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
上

で
『
維
摩
詰
所
説
経
』
の
「
仏
道
を
得
て
法
輸
を
転
ず
と
錐
も
、
市
も
菩
薩
の
道
を
捨
て
ず
」
(
大
正
一
四
・
五
四
五
下
)
を
経
証
と
し
て
引
い
て
い
る
。
こ
の
『
維
摩
詰

所
説
経
』
の
前
半
部
「
仏
道
を
得
て
法
輪
を
転
ず
」
が
大
智
門
の
成
道
に
あ
た
り
、
後
半
部
「
菩
薩
の
道
を
捨
て
ず
」
が
大
悲
門
の
不
成
仏
で
あ
る
と
示
す
の
で
あ
る
。

次
に
示
さ
れ
る
『
妙
法
蓮
華
経
』
(
以
下
『
法
華
経
』
)
・
『
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
』
(
以
下
、
『
法
華
論
』
)
・
『
法
華
玄
賛
』
の
三
つ
の
経
証
は
合
わ
せ
て
一
つ
の
証
拠
と

し
て
扱
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
と
い
う
の
も
、
『
法
華
論
』
と
『
法
華
玄
賛
』
の
い
ず
れ
も
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
『
法
華
経
』
の
経
文
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
『
法
華
経
』
の
経
文
に
は
「
我
本
行
菩
薩
道
所
成
毒
命
。
今
猶
未
壷
復
倍
上
敷
」
(
大
正
九
・
四
二
下
)
と
あ
る
が
、
『
法
華
論
』
で
は
こ
の
経
文
を
「
我
本
行
菩

薩
道
今
猶
未
満
」
(
大
正
二
六
・
九
中
)
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
『
法
華
論
』
は
尽
衆
生
界
願
の
本
願
が
あ
り
、
そ
の
願
は
衆
生
界
が
尽
き
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
究

寛
す
る
こ
と
が
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
『
法
華
経
』
の
経
文
の
「
未
満
」
は
菩
提
が
満
足
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
論
』
は
尽

衆
生
界
願
は
未
満
足
で
あ
っ
て
も
菩
提
は
満
足
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
法
華
経
』
「
如
来
寿
量
品
」
は
釈
迦
の
寿
命
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
釈
迦
は

智
増
の
普
薩
で
あ
っ
た
。
『
法
華
論
』
で
は
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
文
を
根
拠
に
、
智
増
の
菩
薩
に
お
い
て
も
尽
衆
生
界
願
が
あ
り
、
必
ず
し
も
尽
衆
生
界
願
が
大
悲
の
菩
薩

に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
法
華
玄
賛
』
も
先
に
挙
げ
ら
れ
た
『
法
華
経
』
に
つ
い
て
解
釈
を
施
し
て
い
る
箇
所
が
引
か
れ
て
い
る
。

『
法
華
玄
賛
』
に
は
『
法
華
論
』
と
同
様
に
『
法
華
経
』
の
経
文
が
尽
衆
生
界
願
は
元
来
、
衆
生
を
救
い
尽
く
し
て
か
ら
浬
繋
へ
入
ろ
う
と
す
る
願
で
あ
る
が
、
衆
生
界

は
尽
き
る
事
が
無
い
。
し
た
が
っ
て
果
徳
は
円
満
と
な
り
仏
果
を
成
じ
て
も
、
尽
衆
生
界
願
に
も
と
づ
く
願
行
が
衰
え
る
こ
と
は
な
い
と
あ
り
、
大
智
の
あ
り
方
が
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
こ
の
解
釈
が
大
悲
潤
提
の
願
を
示
す
と
い
う
こ
と
に
特
に
注
目
し
、
「
秘
す
可
し
」
と
し
て
い
る
。
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次
に
『
大
般
若
経
経
』
通
達
品
の
経
文
を
引
き
、
諸
々
の
菩
薩
が
般
若
波
羅
蜜
を
修
学
す
る
際
に
は
必
ず
「
衆
生
を
救
い
き
っ
て
後
に
自
ら
が
正
覚
に
至
る
」
と
い
う

願
を
起
こ
す
と
し
、
大
悲
闇
提
の
尽
衆
生
界
願
が
「
通
相
の
願
」
で
あ
り
、
「
別
類
の
大
悲
闇
提
菩
薩
」
が
な
い
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

続
い
て
『
無
垢
称
経
』
と
明
示
さ
れ
て
い
る
が
経
文
は
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
「
尋
云
」
に
あ
る
『
法
華
玄
賛
』
の
「
示
現
為
菩
薩
」
と
い
う
文
言
は
先
の
『
無

垢
称
経
』
と
共
に
挙
げ
ら
れ
た
『
法
華
玄
賛
』
の
中
に
見
ら
れ
る
文
言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

普
賢
は
久
し
く
成
仏
し
、
示
現
し
て
菩
薩
と
為
り
妙
行
を
修
す
こ
と
を
勧
む
。
『
無
垢
称
』
に
「
仏
道
を
得
て
法
輸
を
転
ず
と
雄
も
菩
薩
の
道
を
捨
て
ず
。
是
を
菩

薩
行
と
名
づ
く
」
と
云
う
が
故
に
。
(
大
正
三
四
・
八
五
二
下
)

と
あ
る
箇
所
が
そ
れ
で
、
略
さ
れ
て
い
る
の
は
所
引
の
『
無
垢
称
経
』
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
に
も
と
づ
い
て
談
義
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
果
位
以
降

の
菩
薩
の
相
は
『
法
華
玄
賛
』
に
「
示
現
」
と
あ
る
以
上
は
仏
の
化
現
に
過
ぎ
な
い
は
ず
で
、
そ
れ
を
ど
う
し
て
実
事
と
す
る
の
か
と
聞
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
答
文
で
は
「
果
後
の
重
修
」
に
つ
い
て
二
義
が
示
さ
れ
る
。
一
つ
に
は
「
果
後
の
重
修
」
を
惣
じ
て
仏
果
と
し
、
菩
薩
相
は
示
現
と
す
る
あ
り
方
で
あ
る
。

二
つ
に
は
所
化
に
対
す
る
相
は
実
に
因
分
と
す
る
あ
り
方
で
あ
る
。
良
算
は
「
重
ね
て
意
の
云
わ
く
」
と
し
て
、
そ
の
ど
ち
ら
を
も
取
る
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
果
徳

を
備
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
惣
じ
て
見
れ
ば
菩
薩
相
は
示
現
と
な
る
。
し
か
し
、
仏
菩
薩
の
救
済
は
不
可
思
議
な
も
の
で
あ
り
、
実
徳
を
備
え
な
い
わ
け
が
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
五
重
の
答
文
で
一
不
さ
れ
た
「
設
い
化
身
の
行
な
り
と
雄
も
必
ず
内
心
に
至
り
て
は
真
実
の
行
相
」
と
い
う
文
言
に
対
応
し
て
お
り
、
大
智
門
の

大
悲
に
つ
い
て
特
に
論
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
権
実
と
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
法
身
や
報
身
が
実
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
は
化
身
は
権

と
な
る
。
し
か
し
、
仏
が
姿
を
隠
し
て
衆
生
の
た
め
に
人
の
世
に
現
れ
る
和
光
同
塵
を
な
す
と
き
は
、
化
身
も
ま
た
和
光
同
塵
の
化
現
に
対
し
て
は
実
身
と
な
る
と
指
摘
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す
る
の
で
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る
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又
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
岡
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

音
文
殊
者
列
諸
仏
舎
助
諸
仏
ノ
化
益
。
既
留
十
地
満
心
上
品
・

漏
永
不
現
行
。
故
云
唯
除
大
悲
為
因
変
非
果
変
句
ト
也
。
末
者

或
現
最
初
稜
心
或
示
初
地
二
地
等
相
。
未
必
始
終
修
行
。

示
現
一
地
一
位
等
是
皆
為
観
音
文
殊
等
所
現
身
。
故
智

度
論
云
為
衆
生
故
久
住
生
死
不
取
阿
縛
菩
提

O
知
文
殊

師
利
毘
摩
羅
詰
観
音
大
勢
至
遍
吉
祥
等
ト
変
化

無
央
数
身
入
於
生
死
教
衆
生
故
云
々
問
。
就
実
論
之
仏
果

非
菩
薩
。
何
為
実
菩
薩
剃
那
増
進
ノ
文
除
之
哉
。
答
。
大
悲
一
門

為
実
之
旨
己
成
了
。
上
品
無
漏
己
雌
現
起
無
漏
中
現
変

易
生
ノ
相
継
昔
ノ
有
漏
ノ
変
易
永
窮
未
来
際
。
名
之
聞
提
普
薩
ト
。

就
ヲ
ハ
変
化
相
ニ
所
起
無
漏
勢
力
不
越
中
品
。
未
起
上
品
無
漏

現
行
故
除
之
也
。
聞
提
普
薩
既
於
経
文
文
殊
観
音
等

又
是
第
八
地
以
上
ノ
菩
薩
。
論
ノ
又
不
動
地
以
上
文
似
次

Z
無
之
。

故
燈
師
除
闇
提
ヲ
云
也
。

巳
上
笠
置
御
停
也
。

今
舎
燈
文
云
大
悲
闇
提
有
多
類
。
於
住
行
向
地
随
宜

現
無
謹
身
。
其
中
十
地
満
巳
ノ
身
不
進
仏
果
故
剰
那
増
進

之
文
除
之
。
喜
大
悲
尽
生
界
願
ノ
文
ェ
ハ
贋
撮
一
切
十
地
満
巳
。

其
中
挙
十
地
満
巳
ノ
類
言
。
意
云
除
大
悲
聞
提
殺
壷
・

界
ノ
願
ヲ
有
多
ノ
類
中
十
地
ハ
満
シ
巳
ル
ヲ
為
雷
。
此
釈
有
所
指
即
不

思
儀
境
界
経
。
観
自
在
等
諸
大
菩
薩
住
十
地
者
功
徳
妙
行

悉
円
満
故

O
雌
聞
此
法
更
無
増
進
言
。
此
経
文
所
説
聞
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提
ヲ
ハ剃
那
増
進
ノ
文
ニ除
之
主

【訓
読
】

『
灯
』
の
釈
井
に
因
変
非
果
変
句
の
事

聞
提
菩
薩
の
因
位
に
留
ま
る
中
に
も
又
た
本
末
有
り
。
本
と
は
即
ち
十
地
究
寛
の
菩
薩
也
。
観
音
文
殊
等
の
如
し
。
諸
の
仏
会
に
列
し
て
諸
仏
の
化
益
を
助
く
。
己
に

十
地
満
心
に
留
ま
り
上
品
の
・
漏
は
永
く
現
行
せ
ざ
る
が
故
に
、
「
唯
だ
大
悲
を
除
く
」
と
云
い
、
因
変
非
果
変
句
と
為
す
也
。
末
と
は
或
は
最
初
発
心
の
相
を
現
じ
、
或

は
初
地
二
地
等
の
相
を
示
す
。
未
だ
必
ず
し
も
修
行
の
示
現
は

一
地

一
位
等
に
始
終
せ
ず
。
是
れ
皆
な
観
音
文
殊
等
の
所
現
の
身
と
為
す
。

故
に
『
智
度
論
』
に
云
わ
く
。

「
衆
生
の
為
な
る
が
故
に
、
久
し
く
生
死
に
住
し
て
阿
嬬
菩
提
を
取
ら
ず
。
文
殊
師
利
、
毘
摩
羅
詰
一
、
観
音
、
大
勢
至
、
遍
士
口
等
の
如
し
。
無
央
数
の
身
は
生
死
に
入
て

衆
生
を
教
え
る
が
故
に
。
」
と
云
々
。

問
う
。
実
に
就
い
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
、
仏
果
は
菩
薩
に
非
ず
。
何
ぞ
実
の
菩
薩
と
為
し
、

「
剃
那
増
進
」
の
文
は
之
れ
を
除
く
哉
。

答
う
。
大
悲
の
一
門
を
ば
実
と
為
す
の
旨
は
巳
に
成
じ
了
ん
ぬ
。
上
品
無
漏
は
巳
に
現
起
す
る
と
錐
も
、
其
の
無
漏
の
中
に
変
易
生
の
相
を
現
ず
。
昔
の
有
漏
の
変
易

を
継
ぎ
て
永
く
未
来
際
を
窮
む
。
之
れ
を
名
づ
け
て
悶
提
の
菩
薩
と
す
。
変
化
の
相
に
就
い
て
は
所
起
の
無
漏
の
勢
力
は
中
品
を
越
え
ず
。
未
だ
上
品
の
無
漏
の
現
行
を

起
こ
さ
ず
。
故
に
之
れ
を
除
く
也
。
闇
提
菩
薩
は
既
に
経
文
に
於
い
て
文
殊
観
音
等
な
り
。
又
た
是
れ
第
八
地
以
上
の
菩
薩
な
り
。
論
の
「
又
不
動
地
以
上
」
の
文
は
次

ぎ
に
之
れ
無
き
に
似
た
り
。
故
に
灯
師
は
闇
提
を
除
く
と
云
う
也
。

巳
上
は
笠
置
の
御
伝
也
。

今
、
『
灯
』
の
文
を
会
し
て
云
わ
く
。
大
悲
闇
提
に
多
類
有
り
。
住
行
向
地
に
於
い
て
随
宜
に
無
辺
の
身
を
現
ず
。
其
の
中
の
十
地
満
己
の
身
は
仏
果
に
進
ま
ず
。

故
に

利
那
増
進
の
文
は
之
れ
を
除
く
。
〈
言
わ
ん
と
す
〉
大
悲
尽
生
界
願
の
文
に
は
広
く

一
切
十
地
満
己
を
摂
む
れ
ば
、
其
の
中
の
十
地
満
巴
の
類
を
挙
ぐ
。
〈
言
わ
ん
と
す
。〉

意
は
大
悲
闇
提
の
尽
・
界
願
を
発
す
多
類
有
る
中
の
十
地
を
ば
満
じ
己
る
を
除
く

〈
い
わ
ん
と
す
〉
此
の
釈
の
指
す
所
有
る
は
即
ち
『
不
思
議
境
界
経
』
の

「観
自
在
等

の
諸
大
菩
薩
の
十
地
に
住
す
る
は
功
徳
妙
行
悉
く
円
満
す
る
が
故
に

O
此
の
法
を
聞
く
と
錐
も
、
更
に
増
進
す
る
こ
と
無
し
」
と
云
々
。

此
の
経
文
の
説
く
所
は
闇
提
を

ば
剃
那
増
進
の
文
に
之
れ
を
除
く

〈言
わ
ん
と
す
〉
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
閑
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

【
解
説
】

本
段
で
は
『
了
義
灯
』
の
解
釈
と
『
枢
要
』
の
「
因
変
非
果
変
」
句
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
了
義
灯
』
に
は
「
利
那
利
那
転
増
進
故
」

三
中
)
と
い
う
『
成
唯
識
論
』
の
文
を
解
釈
し
て
「
唯
除
大
悲
尽
生
界
願
。
十
地
満
巳
可
無
増
進
」
(
大
正
四
三
・
七
二
九
中
)
と
あ
り
、
基
の
『
枢
要
』
に
は
「
等
流
因

変
非
果
変
。
大
悲
聞
提
之
果
。
無
漏
法
爾
種
子
」
(
大
正
四
三
・
六
二
九
中
)
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
は
い
ず
れ
も
が
大
悲
間
提
が
仏
果
を
成
じ
な
い
証
文
と
い

え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
了
義
灯
』
で
は
大
悲
尽
生
界
願
に
よ
っ
て
増
進
が
無
く
、
大
悲
闇
提
が
十
地
満
巳
に
留
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
『
枢
要
』
で
も
「
因
変
」
(
額

提
菩
薩
に
よ
る
変
現
)
で
あ
り
「
果
変
」
(
仏
果
に
よ
る
示
現
)
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
大
智
門
の
成
仏
・
大
悲
門
の
不
成
仏
」
と

い
う
見
解
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
前
段
の
「
証
拠
」
で
は
末
尾
の
『
無
垢
称
経
』
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
談
義
を
除
い
て
は
、
大
悲
尽
生
界
願
が
「
通
相
の
願
」
で
あ
り
、

「
別
類
の
大
悲
聞
提
」
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
種
々
の
証
文
を
挙
げ
て
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
悲
門
を
中
心
に
言
及
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
そ
の
流
れ
を
承
け
て

お
り
、
大
悲
門
の
不
成
仏
に
お
け
る
闇
提
菩
薩
の
因
位
に
留
ま
る
あ
り
方
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
間
提
菩
薩
が
因
位
に
留
ま
る
あ
り
方
に
は
本
末
が

あ
る
と
い
う
。
法
相
教
学
に
お
い
て
第
八
阿
頼
耶
識
に
依
附
す
る
法
爾
無
漏
種
子
に
は
上
・
中
・
下
品
の
三
種
が
あ
り
、
上
品
の
無
漏
種
子
が
現
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

仏
果
を
成
じ
る
。
し
か
し
、
文
殊
や
観
音
と
い
っ
た
本
と
し
て
の
聞
提
菩
薩
は
十
地
満
心
に
留
ま
り
、
こ
の
上
品
の
無
漏
智
を
現
行
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
こ
の
こ

と
を
も
っ
て
『
了
義
灯
』
や
『
枢
要
』
の
文
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
聞
提
菩
薩
の
末
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
本
た
る
十
地
満
心
に
住
す
る
菩
薩
が
示
現

し
た
最
初
発
心
や
初
地
や
二
地
と
い
っ
た
様
々
な
地
位
の
姿
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
本
末
の
闇
提
菩
薩
が
『
大
智
度
論
』
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
久
し
く
生
死

に
住
し
て
阿
梼
菩
提
を
取
ら
ず
」
・
「
生
死
に
入
り
て
衆
生
を
教
え
る
」
と
い
う
あ
り
方
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。

続
く
本
段
に
含
ま
れ
る
問
答
の
問
で
は
、
な
ぜ
果
後
の
菩
薩
を
実
の
菩
薩
で
あ
る
と
し
、
『
了
義
灯
』
の
「
剃
那
剃
那
転
増
進
」
の
文
で
除
か
れ
て
い
る
の
か
と
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
「
大
悲
の
一
門
を
ば
実
と
為
す
の
旨
は
己
に
成
じ
了
ん
ぬ
」
と
あ
り
、
上
品
の
無
漏
智
が
現
行
し
た
中
に
変
易
生
の
相
を
現
じ
る
と
あ
る
こ
と

か
ら
大
智
門
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
す
な
わ
ち
大
智
門
に
お
い
て
は
上
品
の
無
漏
智
が
現
行
し
仏
果
を
成
じ
た
中
に
不
思
議
変
易
身
の
菩
薩
相
を

示
現
し
、
そ
の
菩
薩
相
が
未
来
際
を
尽
く
し
て
上
品
の
無
漏
智
の
現
行
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
闇
提
菩
薩
は
観
音
や
文
殊
の
こ
と
で
あ
り
、

当
然
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
十
地
究
寛
の
大
菩
薩
で
あ
る
。
し
か
し
『
成
唯
識
論
』
に
は
「
又
た
不
動
地
巳
上
の
菩
薩
は
(
中
略
)
剃
那
利
那
に
転
た
増
進
す
る
が
故
に
」
と

あ
り
、
こ
の
論
文
の
み
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
観
音
や
文
殊
と
い
っ
た
闇
提
菩
薩
も
増
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
『
了
義
灯
』
で
は
「
唯
除
大
悲
尽
生
界

願
。
十
地
満
己
可
無
増
進
」
と
解
釈
し
て
十
地
満
巳
の
聞
提
菩
薩
に
つ
い
て
は
無
増
進
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
問
答
の
末
尾
に
は
「
巳
上
は
笠

置
の
御
伝
也
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
大
正
三
一
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本
段
で
は
以
上
の
よ
う
に
大
悲
門
と
大
智
門
そ
れ
ぞ
れ
の
闇
提
菩
薩
の
あ
り
方
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
承
け
て
、
改
め
て
『
了
義
灯
』
の
文
に
つ
い
て
会
通

が
示
さ
れ
て
い
る
。
『
了
義
灯
』
で
は
『
成
唯
識
論
』
の
「
剃
那
剃
那
転
増
進
」
と
い
う
文
を
解
釈
し
て
「
唯
除
大
悲
尽
生
界
願
。
十
地
満
巳
可
無
増
進
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
箇
所
は
と
も
す
れ
ば
「
〔
周
提
菩
薩
は
〕
十
地
満
巳
に
し
て
増
進
無
か
る
可
し
」
と
、
大
悲
闇
提
の
位
地
が
十
地
満
巳
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
捉
え
る
こ
と
が
出

来
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
『
了
義
灯
』
に
つ
い
て
二
通
り
の
解
釈
を
な
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
大
悲
聞
提
が
現
ず
る
菩
薩
相
は
様
々
な
位
地
に
お
い
て
姿
を
現
じ
、
種

々
現
じ
ら
れ
る
菩
薩
相
の
内
、
十
地
満
巳
に
つ
い
て
は
増
進
が
な
い
と
い
う
こ
と
示
し
て
い
る
。
二
つ
に
は
尽
衆
生
界
願
文
に
は
十
地
す
べ
て
が
含
ま
れ
、
そ
の
中
で
十

地
満
巳
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
増
進
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
者
が
本
段
の
先
に
述
べ
ら
れ
た
大
悲
門
を
、
後
者
が
「
笠
置
の
御
伝
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
た

大
智
門
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
と
い
う
の
も
、
「
或
は
最
初
発
心
の
相
を
現
じ
、
或
は
初
地
二
地
等
の
相
を
示
す
」
と
い
う
文
言
が
「
住
行
向
地
に
於
い
て
随
宜

に
無
辺
の
身
を
現
ず
」
に
あ
た
り
、
答
文
中
に
見
ら
れ
る
「
昔
の
有
漏
の
変
易
を
継
ぎ
て
永
く
未
来
際
を
窮
む
」
が
「
大
悲
尽
生
界
願
の
文
に
は
広
く
一
切
十
地
満
己
を

摂
む
」
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
最
初
発
心
か
ら
十
地
位
ま
で
の
相
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
住
行
向
地
」
に
相
当
す
る
。
一
方
で
後
者
に

一
不
さ
れ
る
「
変
易
」
と
は
菩
薩
が
初
地
以
降
に
得
る
不
思
議
変
易
身
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
一
切
十
地
」
に
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
大
悲
門
と
大
智
門
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
『
了
義
灯
』
の
文
言
を
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

翻
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尋
云
果
後
重
修
中
可
有
始
終
相
続
シ
テ
因
円
果
満
ス
ル
類

哉
。
若
有
者
ハ
此
大
智
門
欺
大
悲
門
敗
。
若
云
大
智
門
者
果

後
ノ
菩
薩
相
量
大
悲
門
哉
。
若
大
悲
門
者
何
重
修
身
ハ

必
留
ル
ト
因
位
哉
。
若
又
無
此
類
者
観
音
未
成
仏
道
如
何
可
云
。

仰
云
。
可
有
此
類
。
可
婿
大
智
門
也
。
於
果
後
菩
薩
身
又
有
二
門

或
進
仏
果
是
大
智
門
也
。
或
永
留
因
位
。
是
名
聞
提
。
於

果
後
修
行
ニ
又
有
上
求
菩
提
下
化
二
類
。
有
自
利
々
他
ノ
二
門

故
也
。
観
音
未
成
道
ハ
即
是
大
智
門
也
。



良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
闘
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

又
尋
云
観
音
等
ヲ
ハ
悌
為
圃
提
ノ
菩
薩
。
又
説
此
菩
薩
可
成
仏
。
衆

舎
不
・
・
哉

答
。
悌
舎
機
宜
前
後
不
定
也
。
対
或
機
顕
閉
提
一
門
為
永
不

成
仏
ノ
類
。
如
楊
伽
経
。
或
指
大
智
門
説
三
世
求
道
。
其
中
或

示
過
去
成
道
。
如
観
音
三
昧
経
等
。
或
示
未
来
作
仏
。
如

授
記
経
。
或
又
並
示
成
不
成
二
円
。
維
摩
経
等
説
也

尋
云
。
他
受
用
変
化
ノ
成
道
者
是
大
悲
門
也
。

答
。
非
大
悲
門
。
三
身
皆
是
大
智
門
也
。
但
於
智
悲
二
門

又
有
二
円
。
大
智
門
ニ
ハ
智
悲
倶
成
道
大
悲
門
共
不
成
仏
。

問
。
大
智
門
大
悲
ハ
与
大
悲
之
中
悲
有
何
差
別
。
又
大
悲
門
ノ
大

智
ハ
与
大
智
門
之
智
有
何
差
別
耶
。

答
。
智
中
悲
ハ
為
仏
利
生
故
異
大
悲
門
大
悲
ノ
留
ル
ニ
因
也
。
聞
提
門

大
智
為
菩
薩
修
習
故
異
大
智
ノ
々
々
ニ
ハ
也
。

又
尋
云
。
大
智
門
備
智
悲
大
悲
是
恒
利
生
。
何
有
不
成

仏
一
門
留
因
位
哉
。
仏
而
利
生
其
能
尤
勝
故
也
。

答
。
仏
身
其
徳
既
高
見
仏
閣
法
機
甚
劣
故
。

留
劣
位
慶
利
生
〈
是
一
〉
又
仏
身
常
ェ
間
断
菩
薩
不
然
。

往
来
十
方
故
。
仏
ハ
一
四
天
下
唯
有
一
身
。
唯
於
減
劫
者
以
劣
故
。

難
云
。
仏
身
傍
現
随
類
ノ
身
能
化
一
切
。
何
有
所
碍
。
又

菩
薩
身
恒
相
続
セ
ハ
者
浅
機
ノ
所
見
事
智
所
現
。
若
爾

事
智
不
間
断
耶
。
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【
訓
読
】
尋
ね
て
云
わ
く
。
果
後
の
重
修
の
中
、
始
終
相
続
し
て
因
円
果
満
す
る
類
有
る
可
き
哉
。
若
し
有
ら
ば
、
此
れ
は
大
智
門
敗
、
大
悲
門
欺
。
若
し
大
智
門
と
云
わ
ば
、

果
後
の
菩
薩
相
は
量
大
悲
門
に
非
ざ
る
哉
。
若
し
大
悲
円
な
ら
ば
、
何
ぞ
重
修
し
て
身
は
必
ず
因
位
に
留
ま
る
哉
。
若
し
又
た
此
の
類
無
け
れ
ば
、
観
音
は
未
だ
仏

道
を
成
ぜ
ず
。
如
何
。

仰
せ
に
云
わ
く
。
此
の
類
有
る
可
し
。
大
智
門
に
摂
す
可
き
也
。
果
後
の
菩
薩
身
に
於
い
て
又
た
二
門
有
り
。
或
は
仏
果
に
進
む
、
是
れ
大
智
門
也
。
或
は
永
く
因
位

に
留
ま
る
。
是
れ
を
ば
闇
提
と
名
づ
く
。
果
後
の
修
行
に
於
い
て
又
た
上
求
菩
提
・
下
化
の
二
類
有
り
。
自
利
利
他
の
二
門
有
る
故
也
。
観
音
は
未
だ
仏
道
を
成
ぜ
噂
さ
れ

ば
、
即
ち
是
れ
大
智
門
也

又
た
尋
ね
て
云
わ
く
。
観
音
等
を
ば
仏
は
間
提
の
菩
薩
と
為
す
。
又
た
此
の
菩
薩
を
成
仏
す
可
し
と
説
く
。
衆
会
・
・
せ
ざ
る
哉
。

答
う
。
仏
会
の
機
宜
は
前
後
不
定
也
。
或
機
に
対
し
て
闇
提
の
一
門
を
顕
し
永
く
不
成
仏
の
類
と
為
す
。
『
樗
伽
経
』
の
如
し
。
或
は
大
智
門
を
指
し
て
三
世
成
道
を
説

く
。
其
の
中
、
或
は
過
去
の
成
道
を
示
す
。
『
観
音
三
味
経
』
等
の
如
し
。
或
は
未
来
の
作
仏
を
示
す
。
『
授
記
経
』
の
如
し
。
或
は
又
た
並
べ
て
成
不
成
の
二
門
を
示
す
。

『
維
摩
』
等
の
説
の
如
し
。

尋
ね
て
云
わ
く
。
他
受
用
・
変
化
の
成
道
は
是
れ
大
悲
門
な
る
也
。

答
う
。
大
悲
門
に
非
ず
。
三
身
は
皆
な
是
れ
大
智
門
也
。
但
し
智
悲
二
門
に
於
い
て
又
た
二
門
有
り
。
大
智
円
は
智
悲
倶
に
成
道
し
、
大
悲
門
は
共
に
不
成
仏
な
り
。

問
う
。
大
智
門
の
大
悲
は
大
悲
の
中
の
悲
と
何
の
差
別
有
る
や
。
又
た
大
悲
門
の
大
智
は
大
智
門
の
智
と
何
の
差
別
有
る
耶
。

答
う
。
智
中
の
悲
は
仏
の
利
生
と
為
す
。
故
に
大
悲
門
の
大
悲
の
因
に
留
ま
る
に
異
な
る
也
。
闇
提
門
の
大
智
は
菩
薩
の
修
習
な
る
が
故
に
大
智
門
の
大
智
に
は
異
な

る
也
。

-25-

又
た
尋
ね
て
云
わ
く
。
大
智
門
は
智
悲
を
備
う
。
大
悲
は
是
れ
恒
に
生
を
利
す
。
何
ぞ
不
成
仏
の
一
門
有
り
て
因
位
に
留
ま
る
哉
。
仏
は
而
も
生
を
利
す
。
其
の
能
は

尤
も
勝
な
る
が
故
也
。
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
岡
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

答
う
。
仏
身
は
其
の
徳
は
既
に
高
し
。
見
仏
閣
法
の
其
の
機
は
甚
だ
劣
な
る
が
故
に
前
位
に
留
ま
り
広
く
生
を
利
す
。
〈
是
一
〉
又
た
仏
身
は
常
に
間
断
す
。

か
ら
ず
、
十
方
に
往
来
す
る
が
故
に
。
仏
は
一
四
天
下
に
唯
だ
一
身
有
る
の
み
。
唯
だ
減
劫
に
於
い
て
は
皆
な
劣
な
る
を
以
て
の
故
に
。

難
じ
て
云
わ
く
。
仏
身
の
傍
ら
に
随
類
の
身
を
現
じ
、
能
く
一
切
を
化
す
。
何
ぞ
碍
す
所
有
る
や
。

又
た
菩
薩
身
の
恒
に
相
続
せ
る
は
浅
機
の
所
見
、
事
智
の
所
現
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
事
智
は
間
断
せ
ざ
る
耶
。

菩
薩
は
し

【
解
説
】

本
段
で
は
前
段
で
示
さ
れ
た
大
悲
門
と
大
智
門
そ
れ
ぞ
れ
の
闇
提
菩
薩
の
あ
り
方
を
承
け
て
大
悲
円
・
大
智
門
に
智
悲
二
円
の
二
重
構
造
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
談
義

や
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
仰
云
」
や
「
答
」
、
「
難
云
」
等
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
悲
聞
提
の
「
成
不
成
説
」
に
つ
い
て
盛
ん
に
教
学
研
績
が
な
さ

れ
て
い
た
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
中
、
冒
頭
の
問
答
で
は
「
果
後
の
重
修
」
と
い
う
あ
り
方
に
つ
い
て
談
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
談
義
の
「
尋
云
」
で
は
「
果

後
の
重
修
」
の
中
、
因
円
果
満
す
る
類
の
有
無
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
文
に
は
「
仰
云
」
と
あ
り
、
貞
慶
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
良

い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
果
後
の
重
修
」
に
お
い
て
因
円
果
満
す
る
も
の
は
大
智
円
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
果
後
の
菩
薩
身
に
智
悲
の
二
門
が
あ
る
と
し
、
こ
こ
に

お
い
て
大
智
門
に
智
悲
の
二
重
構
造
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
音
は
こ
の
二
重
構
造
の
「
大
智
門
の
大
智
」
に
配
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
第
二
談
義
で

論
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
談
義
の
「
又
尋
云
」
で
は
仏
は
観
音
菩
薩
を
「
闇
提
の
菩
薩
」
と
も
「
成
仏
す
る
」
と
も
説
く
こ
と
に
つ
い
て
問
う
の
で
あ
る
。
答
文

で
は
仏
陀
の
説
法
の
会
座
に
お
け
る
衆
生
の
機
根
が
様
々
で
あ
る
た
め
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
、
あ
る
と
き
は
『
楊
伽
経
』
の
よ
う
に
聞
提
門
(
大
悲
門
)
の
不
成
仏

が
示
さ
れ
、
ま
た
あ
る
時
は
大
智
門
の
成
道
が
説
か
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
智
門
に
つ
い
て
は
、
第
一
談
義
で
大
智
門
に
お
け
る
二
重
構
造
が
述
べ
ら
れ
た
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
大
智
門
の
悲
門
に
あ
た
る
過
去
の
成
道
が
『
観
音
三
昧
経
』
に
、
大
智
門
の
智
門
に
あ
た
る
未
来
の
作
仏
が
『
受
記
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
と
示
さ
れ

て
い
る
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
、
ま
た
あ
る
時
は
『
維
摩
経
』
の
よ
う
に
成
不
成
の
二
円
が
並
べ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
悲
門
・
大
智

門
・
成
不
成
の
あ
り
方
そ
れ
ぞ
れ
が
示
さ
れ
る
の
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
観
音
の
あ
り
方
も
様
々
に
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

続
く
第
三
談
義
で
は
「
他
受
用
身
や
変
化
身
が
示
す
成
仏
相
は
大
悲
門
か
」
と
問
わ
れ
る
。
こ
の
聞
の
背
景
に
は
法
相
教
学
に
お
け
る
仏
身
説
が
関
係
し
て
い
る
と
見

て
よ
い
。
法
相
教
学
に
お
け
る
仏
の
三
身
は
、
自
受
法
楽
の
仏
で
あ
る
自
受
用
身
、
十
地
の
菩
薩
の
た
め
の
他
受
用
身
、
地
前
の
普
薩
・
二
乗
・
異
生
の
た
め
の
変
化
身

の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
他
受
用
身
は
平
等
性
智
の
大
慈
悲
力
に
よ
り
他
受
用
身
を
変
為
し
、
変
化
身
は
成
所
作
智
の
大
慈
悲
カ
に
よ
り
変
化
土
を
変
為
す
る
の
で
、

こ
れ
ら
後
二
身
は
大
慈
悲
カ
に
も
と
づ
く
対
他
的
仏
身
と
い
え
る
。
大
慈
悲
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
二
身
が
示
す
成
仏
相
は
大
悲
門
で
は
な
い
か
、
と
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問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
仏
の
三
身
は
い
ず
れ
も
大
智
円
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
大
悲
門
と
大
智
門
そ
れ
ぞ
れ
に
智
悲
二
門
の
二
重
構
造
が
あ

る
と
示
し
て
い
る
。
第
二
談
義
ま
で
は
大
智
門
に
お
け
る
二
重
構
造
に
注
目
し
た
内
容
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
大
悲
門
の
二
重
構
造
に
言
及
が
な
さ
れ
た
。

次
の
問
答
で
は
、
こ
の
大
悲
門
と
大
智
門
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
、
「
大
智
門
の
大
悲
」
と
「
大
悲
門
の
大
悲
」
、
「
大
智
門
の
大
智
」
と
「
大
悲
門
の
大
智
」
の
異
な
り

に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
「
智
中
の
悲
」
と
「
大
悲
の
悲
」
の
異
な
り
は
仏
の
利
生
か
菩
薩
が
因
位
に
留
ま
る
か
の
異
な
り
で
あ
り
、
「
悲
中

の
智
」
は
菩
薩
の
修
習
と
い
う
点
で
「
智
中
の
智
」
と
異
な
る
と
し
て
い
る
。
問
答
内
で
は
「
智
中
の
智
」
に
言
及
、
か
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
段
冒
頭
の
談
義
の
答
文
「
仰

云
」
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
果
後
の
重
修
」
の
菩
薩
が
成
道
す
る
あ
り
方
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
「
果
後
」
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
因
位
の
菩
薩
の
修
習
と
は
異
な

る
と
す
る
の
で
あ
る
。

続
く
談
義
で
も
大
悲
門
と
大
智
門
の
二
重
構
造
に
も
と
づ
い
た
内
容
が
見
ら
れ
る
。
大
智
門
は
智
で
は
仏
果
に
進
み
、
悲
で
は
仏
の
利
生
が
な
さ
れ
る
。
一
方
で
大
悲

門
で
は
智
悲
と
も
に
衆
生
の
利
益
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
大
智
門
に
は
智
悲
が
す
で
に
備
わ
っ
て
お
り
、
仏
の
利
生
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
わ
ざ
わ

ざ
因
位
に
留
ま
り
衆
生
を
化
益
す
る
不
成
仏
の
大
悲
門
を
設
け
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
、
仏
身
の
徳
が
高
い
一
方

で
、
見
仏
閣
法
す
る
衆
生
の
機
根
は
劣
で
あ
る
た
め
に
、
広
く
衆
生
を
化
益
し
因
位
に
留
ま
る
不
成
仏
の
聞
提
菩
薩
が
い
る
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
大
悲
門
を
設
け

る
理
由
と
し
て
菩
薩
は
十
方
に
往
来
す
る
た
め
常
に
衆
生
化
益
を
行
え
る
が
、
仏
身
の
衆
生
化
益
に
は
間
断
が
生
じ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
「
難
一
五
」
で
は
仏
身
も
随
類
身
を
応
現
す
る
の
で
一
切
の
衆
生
を
化
益
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
判
断
し
て
「
又
菩
薩
身
」
以
降

が
、
こ
の
難
に
答
え
て
い
る
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
仏
が
現
ず
る
菩
薩
身
が
浅
機
の
所
見
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
成
所
作
智
に
よ
っ
て
現
じ
ら
れ
る
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
衆
生
化
益
を
担
う
成
所
作
智
に
間
断
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
事
智
間
断
」
と
い
う
別
の
論
義
テ

l
マ
が
『
同
学
紗
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
成
所
作
智
(
事
智
)
に
間
断
の
時
が
あ
る
と
い
う
立
場
が
一
貫
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
間
断
す
る
理
由
と
し
て
所
化
の
衆
生
に
「
根
機
の
全
く
熟
せ
ざ
る
の
時
」

(
大
正
六
六
・
五
七
八
下
)
が
あ
る
た
め
と
し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
成
所
作
智
に
よ
る
衆
生
化
益
に
は
衆
生
側
に
原
因
が
あ
る
た
め
間
断
が
生
じ
る
が
、
菩
薩
は
常

に
十
方
の
仏
土
へ
と
往
来
し
て
い
る
た
め
間
断
が
な
い
こ
と
を
通
し
て
、
大
悲
門
の
実
に
不
成
仏
で
あ
る
闇
提
菩
薩
の
意
義
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
.
む
す
び

以
上
、
良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
〈
上
〉
」
の
翻
刻
読
解
を
行
っ
た
。
ま
ず
回
目
頭
の
第
一
か
ら
第
三
重
の
問
答
で
は
『
楊
伽
経
』
そ
の
も
の
や
、
そ
れ
を
引
く
『
枢

要
』
に
も
と
や
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
悲
聞
提
を
『
甥
伽
経
』
の
範
囲
に
限
定
し
て
「
大
悲
増
上
の
菩
薩
に
し
て
尽
衆
生
界
願
を
発
す
」
も
の
で
あ
る
と
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良
算
撰
「
愚
草
』
「
大
悲
閤
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

し
た
。
第
四
重
以
降
は
『
楊
伽
経
』
の
み
な
ら
ず
『
華
厳
経
』
や
『
無
垢
称
経
』
等
を
用
い
つ
つ
大
悲
闇
提
と
い
う
存
在
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
り
、
こ
れ
以
降
は
『
楊

伽
経
』
に
限
定
さ
れ
な
い
大
悲
聞
提
一
般
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
第
四
重
で
「
頓
悟
・
漸
悟
・
智
増
・
悲
増
」
と
い
っ
た
す
べ
て
の

菩
薩
を
大
悲
闇
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
あ
り
方
は
第
一
重
で
示
さ
れ
た
「
大
悲
増
上
の
菩
薩
に
し
て
尽
衆
生
界
願
を
発
す
」
菩
薩
を
大
悲
聞
提
と
す
る
あ
り
方
と
明
確
に

異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
重
か
ら
第
三
重
に
お
い
て
は
『
楊
伽
経
』
に
限
定
さ
れ
た
狭
義
の
大
悲
闇
提
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
第
四
重
以
降
で
は
広
義

の
大
悲
闇
提
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
第
三
重
に
は
「
但
だ
し
一
切
の
菩
薩
は
上
求
菩
提
の
願
に
依
り
て
必
ず
果
満
の
位
に
至
る
。
(
中

略
)
『
楊
伽
経
』
は
本
と
大
悲
の
一
門
を
以
て
立
て
て
闇
提
菩
薩
と
為
す
。
誰
か
智
悲
の
二
門
を
乱
し
て
永
く
闇
提
の
一
徳
を
失
う
や
」
と
一
不
さ
れ
て
お
り
、
『
樗
伽
経
』

に
お
け
る
大
悲
間
提
の
不
成
仏
を
中
心
に
述
べ
つ
つ
も
、
第
四
重
以
降
の
広
義
の
大
悲
闇
提
に
繋
が
る
文
言
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
重
の
問
答
以
降
で
は
、
こ
の
広
義
の
大
悲
闇
提
に
つ
い
て
一
貫
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
広
義
の
大
悲
圃
提
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
第
四
重

で
菩
薩
の
願
行
は
大
智
門
と
大
悲
門
の
二
門
に
分
け
る
事
が
で
き
、
大
智
円
な
ら
ば
成
仏
、
大
悲
円
な
ら
ば
不
成
仏
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
特
に
注
目
し
た
い
点
は
「
一

切
の
菩
薩
は
二
利
円
満
し
十
地
究
寛
す
。
大
智
の
辺
は
早
く
仏
果
に
進
む
と
雌
も
、
大
悲
門
は
猶
お
菩
薩
道
を
捨
て
ず
」
と
あ
る
点
で
あ
る
。
菩
薩
は
自
利
利
他
を
円
満

し
十
地
究
寛
位
に
至
る
と
、
大
智
門
が
仏
果
に
進
み
、
大
悲
門
が
因
位
に
留
ま
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
然
、
大
智
大
悲
は
す
べ
て
の
菩
薩
に
備
わ
る
か
ら
、
「
頓
悟

・
漸
悟
・
智
増
・
悲
増
は
周
く
無
上
の
大
果
を
謹
す
と
倶
に
閉
提
の
菩
薩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
菩
薩
が
仏
果
を
成
じ
る
と
同
時
に
聞
提
菩
薩
で
も
あ
る
と
す
る

の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
菩
薩
が
間
提
菩
薩
で
も
あ
る
以
上
は
、
間
提
菩
薩
の
特
徴
と
い
え
る
尽
衆
生
界
願
も
「
通
相
の
願
」
で
あ
る
と
し
、
定
姓
菩
薩
や
不
定
姓
菩
薩
と

は
異
な
る
ご
類
の
別
種
姓
」
の
大
悲
闇
提
が
い
る
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
第
四
重
で
は
広
義
の
大
悲
聞
提
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
た
後
に
、
『
法
華
玄
賛
』
や
『
枢
要
』

の
文
に
も
と
づ
い
て
大
悲
門
の
不
成
仏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
二
門
と
大
悲
門
の
実
事
が
論
じ
ら
れ
た
第
四
重
に
続
い
て
、
第
五
重
で
は
大
智
門
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
大
智
門
に
お
け
る
果
後
の
菩
薩
相
が
菩
薩
の
真
実
の
行
願
に
も
と
づ
く
以
上
、
「
只
だ
の
化
現
化
相
」
で
は
な
い
真
実
の
行
相
で
あ

る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
悲
門
・
大
智
門
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
先
徳
の
解
釈
や
種
々
の
経
論
疏
に
も
同
様
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
と
し
、
そ

の
正
当
性
を
示
し
て
い
る
。

「
『
灯
』
の
釈
井
に
因
変
非
果
変
句
の
事
」
以
降
で
は
、
よ
り
明
確
に
広
義
の
大
悲
聞
提
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
智
門
に
「
果
後
の
重
修
」
と
い
う
あ

り
方
が
あ
る
よ
う
に
、
大
悲
門
に
お
い
て
は
大
悲
闇
提
に
本
末
が
あ
る
と
し
、
本
で
あ
る
観
音
・
文
殊
と
い
っ
た
十
地
究
寛
位
の
菩
薩
が
、
末
と
な
る
最
初
発
心
か
ら
十

地
ま
で
の
種
々
の
地
位
に
あ
る
菩
薩
相
を
現
じ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
で
大
智
門
で
は
上
品
の
無
漏
智
が
現
行
し
た
中
に
昔
の
変
易
身
を
継
い
で
未
来
際
を
尽
く
す
菩
薩

相
が
現
じ
ら
れ
る
と
し
、
そ
れ
を
闇
提
菩
薩
と
す
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
悲
門
・
大
智
門
そ
れ
ぞ
れ
に
潤
提
菩
薩
の
あ
り
方
を
良
算
は
「
大
悲
闇
提
に
多
類
有
り
」
と
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示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
大
悲
門
の
本
末
の
あ
り
方
や
大
智
門
の
「
果
後
の
重
修
」
に
つ
い
て
、
つ
づ
く
談
義
や
問
答
で
は
大
悲
門
と
大
智
円
そ
れ
ぞ
れ
に
智
悲
二

門
が
備
わ
る
こ
と
を
示
し
、
大
悲
門
と
大
智
門
と
の
異
な
り
を
よ
り
明
確
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
良
算
は
大
悲
大
智
二
門
の
二
重
構
造
に
立
脚
し
た
多
類
大
悲
闇
提
論
を
展
開
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
多
類
大
悲
聞
提

論
が
立
脚
す
る
大
智
大
悲
の
二
門
の
成
不
成
と
い
う
見
解
は
、
貞
慶
の
『
尋
思
紗
』
に
お
け
る
見
解
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
算
と
貞
慶
で

は
大
悲
闇
提
論
に
つ
い
て
明
確
な
異
な
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
貞
慶
は
『
尋
思
紗
』
に
お
い
て
、
大
悲
聞
提
の
「
成
仏
伝
」
の
中
に
「
大
悲
闇
提
成
不
成
仏
事
」
と

い
う
項
目
を
設
け
、
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。

g

そ
の
中
で
は
、

『
尋
思
紗
』
「
大
悲
闇
提
」

諸
の
菩
薩
に
於
い
て
大
智
と
大
悲
の
二
門
有
り
。
誓
願
は
皆
な
悉
く
真
実
也
。
(
中
略
)
一
身
二
門
と
雌
も
、
意
は
実
に
不
成
の
辺
に
有
り
。
是
れ
文
た
諸
の
菩
薩

の
法
爾
種
姓
也
。
一
徳
を
顕
さ
ん
が
為
に
開
い
て
一
姓
と
為
し
、
成
道
己
後
に
現
じ
て
菩
薩
と
為
り
、
仏
会
に
列
す
る
の
時
、
衆
会
は
之
れ
を
仰
い
で
闇
提
の
類
と

為
す
。
，
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と
あ
る
。
闇
提
と
い
う
観
点
か
ら
は
ご
身
二
円
(
大
悲
門
と
大
智
門
)
で
あ
っ
て
も
、
本
意
は
不
成
仏
で
あ
る
」
と
す
る
一
方
で
、
定
姓
普
薩
や
不
定
姓
菩
薩
と
い
う

法
爾
種
姓
の
観
点
か
ら
は
、
成
道
以
後
の
菩
薩
身
を
人
々
が
間
提
菩
薩
と
仰
ぐ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
は
貞
慶
が
、
大
悲
闇
提
成
不
成
説
を
展
開
す
る
中

で
成
道
以
後
の
菩
薩
相
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
誓
願
は
皆
な
悉
く
真
実
」
と
あ
る
と
お
り
、
貞
慶
は
「
実
成
実
普
薩
」
の
あ
り
方
を
展
開
す
る
が
、
成
道
後
の
実
事
と

し
て
大
智
大
悲
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
貞
慶
の
見
解
が
「
成
仏
伝
」
に
立
脚
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
も
「
亦
た
諸
仏
は
若
し
所
作
満
足

せ
ば
須
く
元
余
浬
繋
に
入
る
ベ
し
(
中
略
)
而
る
に
身
智
は
相
続
し
て
永
く
誠
に
入
ら
ず
。
是
れ
摂
生
の
為
な
り
。
(
中
略
)
大
覚
は
彼
と
は
異
な
れ
り
。
之
れ
を
名
づ
け

て
不
成
仏
と
為
す
な
り
」
叩
と
大
覚
(
大
智
門
)
の
一
側
面
を
「
不
成
仏
」
(
大
悲
門
)
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
仏
果
以
後
に
於
い
て
は
惣
じ
て
二
門
有
り
て
惣
じ
て
仏
位

と
為
す
こ
と
は
言
を
待
た
ず
と
雌
も
亦
た
因
位
に
属
せ
り
」

H

と
仏
果
(
大
智
門
)
以
後
に
あ
り
な
が
ら
因
位
(
大
悲
門
)
に
も
あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
一
方
で
『
愚
草
』
に
お
い
て
は
、
第
四
重
に
付
随
す
る
談
義
で
大
悲
門
が
実
事
で
あ
る
こ
と
が
、
第
五
重
で
大
智
門
に
お
け
る
成
道
後
の
因
行
が
「
只
だ
の
化
相

化
現
」
で
は
な
く
「
真
実
の
行
相
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
貞
慶
の
見
解
は
大
智
門
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
貞
慶
の
見
解
を
大
智
門
に
組
み
込

み
つ
つ
も
、
そ
の
中
の
大
悲
門
を
実
事
と
し
て
大
悲
聞
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
大
悲
門
の
大
悲
聞
提
と
合
わ
せ
て
「
多
類
」
が
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谷
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良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
閑
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
『
灯
』
の
釈
井
に
因
変
非
果
変
句
の
事
」
で
大
悲
門
の
あ
り
方
を
示
し
た
上
で
、
別
に
「
笠
置
の
御
伝
」
と
し
て
問
答
を
通

し
て
大
智
門
を
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
多
類
大
悲
闇
提
論
の
展
開
の
背
景
に
は
第
四
重
に
示
さ
れ
た
「
諸
の
菩
薩
種
姓
は
今
此
の
二
門
を
備
え
る
に
就
い
て
、
若
し
一
徳
を
開
け
ば
更
に
大
乗
の
願
行
に

は
非
ず
」
と
い
う
見
解
が
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
菩
薩
が
備
え
る
大
智
と
大
悲
の
側
面
は
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
て
し
ま
え
ば
大
乗
の
願
行
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
貞
慶
の
『
尋
思
紗
』
で
示
さ
れ
る
大
悲
闇
提
成
不
成
説
は
「
成
仏
伝
」
を
根
幹
に
据
え
て
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
大
智
の
側
面
を
よ
り
前
面
に

押
し
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
最
末
尾
の
談
義
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

又
た
尋
ね
て
云
わ
く
。
大
智
門
は
智
悲
を
備
う
。
大
悲
は
是
れ
恒
に
生
を
利
す
。
何
ぞ
不
成
仏
の
一
円
有
り
て
因
位
に
留
ま
る
哉
。
仏
は
而
も
生
を
利
す
。
其
の
能

は
尤
も
勝
な
る
が
故
也
。

答
う
。
仏
身
は
其
の
徳
は
既
に
高
し
。
見
仏
聞
法
の
其
の
機
は
甚
だ
劣
な
る
が
故
に
前
位
に
留
ま
り
広
く
生
を
利
す
。
〈
是
一
〉
又
た
仏
身
は
常
に
間
断
す
。
菩
薩

は
し
か
ら
ず
、
十
方
に
往
来
す
る
が
故
に
。

難
じ
て
云
わ
く
。
仏
身
の
傍
ら
に
随
類
の
身
を
現
じ
、
能
く
一
切
を
化
す
。
何
ぞ
碍
す
所
有
る
や
。

又
た
菩
薩
身
の
恒
に
相
続
せ
ば
浅
機
の
所
見
は
事
智
の
所
現
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
事
智
は
間
断
せ
ざ
る
耶
。
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果
後
の
因
行
も
実
事
で
あ
る
た
め
、
大
智
門
に
は
す
で
に
実
の
成
仏
と
実
の
不
成
仏
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
仏
の
利
生
は
最
も
勝
れ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
別
に
不
成
仏
の
大
悲
門
を
設
け
る
の
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
仏
徳
の
高
さ
に
対
し
て
、
化
益
を
受
け
る
衆
生
の

機
の
低
さ
(
劣
)
を
引
き
合
い
に
出
し
、
大
悲
門
の
不
成
仏
の
聞
提
菩
薩
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
仏
身
も
随
類
身
を
現
じ
て
衆
生
化
益
を
行

う
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
菩
薩
相
は
浅
機
の
者
に
対
し
て
は
成
所
作
智
に
よ
っ
て
現
じ
ら
れ
る
。
智
増
の
菩
薩
は
成
道
後
に
は
所
化
の
衆
生
が
少
な
い
た
め
、
成
所
作
智

所
現
の
変
化
身
が
化
益
の
対
象
を
失
う
事
智
間
断
が
起
こ
る
。
こ
の
時
も
衆
生
が
尽
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
衆
生
を
化
益
す
る
存
在
と
し
て
因
位
に
留
ま

り
化
益
を
な
す
不
成
仏
の
大
悲
門
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

多
類
大
悲
闇
提
論
で
は
一
切
の
菩
薩
の
大
悲
門
全
体
を
闇
提
菩
薩
と
す
る
と
同
時
に
、
大
智
門
の
大
悲
も
闇
提
菩
薩
と
し
て
い
る
。
大
智
門
の
果
後
の
あ
り
方
も
真
実

の
願
行
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
、
化
身
の
行
で
あ
っ
て
も
「
只
だ
の
化
相
化
現
」
で
は
な
く
実
行
・
実
徳
を
備
え
た
「
真
実
の
行
相
」
で
あ
り
、
聞
提
菩
薩
と
な
る
の

と
あ
っ
た
。



し
か
し
な
が
ら
、
智
増
の
菩
薩
の
成
道
後
に
見
ら
れ
る
成
所
作
智
所
現
の
化
身
に
よ
る
仏
の
利
生
に
は
間
断
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
補
う
為
に
は
必

ず
因
位
に
留
ま
り
十
方
に
来
生
し
て
衆
生
化
益
を
な
す
大
悲
門
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
智
門
に
お
け
る
果
後
の
あ
り
方
も
実
事
で
は
あ
る
が
、
教

学
上
で
そ
れ
を
説
明
す
る
に
は
化
身
と
い
う
あ
り
方
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
時
、
化
身
は
成
所
作
智
の
所
現
で
あ
る
以
上
は
間
断
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

良
算
は
他
の
論
義
テ

l
マ
に
お
い
て
も
法
相
教
学
の
基
本
を
重
視
し
、
道
理
に
も
と
づ
く
見
解
と
は
異
な
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
出
来
る
が
、
こ
こ
で
も
同

様
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
法
相
教
学
の
基
本
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、
十
地
究
寛
の
普
薩
や
仏
果
と
い
う
不
思
議
の
境
界
に
対
し
て

真
撃
に
分
析
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
が
『
愚
草
』
「
大
悲
闇
提
〈
上
ご
に
見
ら
れ
た
多
類
大
悲
聞
提
論
な
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

【
付
記
】

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
聞
提
」
を
悌
性
山
金
剛
院
無
為
信
寺
ご
住
職
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
た
。
こ
こ
に
甚
深
の
謝
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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-
大
正
七
二
・
四
五
六
下
。

2
良
算
と
貞
慶
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
(
二
O
二
O
)
「
法
相
論
義
抄
一
良
算
撲
『
愚
草
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
l

良
算
の
述
作
と
貞
慶
と
の
関
係
を
中
心
に
l

」
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二

O
号
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
五
三
1
七
一
頁
を
参
照
。

3
大
正
六
九
・
五
O
五
上
。

4
楠
淳
謹
(
一
九
九
七
)
「
日
本
唯
識
と
『
成
唯
識
論
同
学
紗
』
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
六
集
・
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
・
五
一

1
五
二
頁
。

5
特
に
『
愚
草
』
は
後
世
の
学
侶
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
楠
淳
護
(
一
一
九
六
)
「
愚
草
『
一
法
中
道
』
の
研
究
l

(

前
)

l

」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
四
八
号
・
龍
谷
撃
曾
・
四
九
1
一
O

一
頁
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

6
良
算
教
学
に
関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
楠
淳
設
(
二
九
六
)
「
前
掲
論
文
」
や
、
北
畠
典
生
編
著
(
一
九
九
七
)
『
日
本
中
世
の
唯
識
思
想
』
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
城
福
雅
伸
(
一

一
九
七
)
「
法
相
唯
識
の
改
革
者
良
算
i

摂
用
帰
休
の
新
展
開
l

」
『
仏
教
学
研
究
』
、
第
五
三
号
、
龍
谷
仏
教
学
会
等
が
あ
る
。

7
楠
淳
誼
(
二

O
二
二
)
「
『
唯
識
論
尋
恩
紗
』
の
編
述
」
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
紗
』
の
研
究
一
教
理
篇
一
』
法
蔵
館
・
一
九
五
1
一
九
七
頁
。

8
貞
慶
の
「
大
悲
間
提
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
翻
刻
読
解
研
究
が
楠
淳
謹
(
二
O
二
二
)
『
前
掲
書
』
三
O
四
1
四
五
六
頁
に
な
さ
れ
て
い
る
。

龍
谷
大
学
傍
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
六
号
二

O
二
二
年
三
月



良
算
撰
『
愚
草
』
「
大
悲
閑
提
〈
上
〉
」
翻
刻
読
解
研
究
(
西
山
)

9
楠
淳
鐙
(
二

O
二
二
)
『
前
掲
書
』
四

O
七
頁
。

ω楠
淳
麓
(
二

O
二
二
)
『
前
掲
書
』
四
一
四

1
四
一
五
頁
。

日
楠
淳
鐙
(
二

O
二
二
)
『
前
掲
書
』
四
一
一
一
頁
。
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